
̶ 1 ̶

ギ
リ
シ
ア
人
画
家
と
中
国
人
画
家
の
腕
比
べ

―
ア
ラ
ブ
・
ペ
ル
シ
ア
文
学
の
な
か
の
佛
教
説
話

―

杉　

田　

英　

明

ま
り
に
迫
真
的
に
描
い
た
の
で
、
小
鳥
が
本
物
の
葡
萄
と
勘
違
い
し
て
そ

の
実
を
啄つ
い
ばみ
に
き
た
ほ
ど
だ
が
、
一
方
の
パ
ッ
ラ
シ
オ
ス
は
、
ひ
た
す
ら

垂
れ
幕（linteum

）
だ
け
を
描
い
て
い
た
。
ゼ
ウ
ク
シ
ス
は
こ
れ
に
眼
を
欺

か
れ
、
相
手
に 「
そ
の
覆
い
を
取
っ
て
絵
を
見
せ
て
く
れ
」 

と
言
っ
た
と

き
、
初
め
て
そ
の
垂
れ
幕
自
体
が
絵
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
自
分
は

小
鳥
（volucer

）
た
ち
を
欺
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
パ
ッ
ラ
シ
オ
ス
は
藝

術
家
（artifex

）
で
あ
る
私
を
欺
い
た
の
だ
」 

と
言
っ
て
、
謙
虚
に
相
手
の

勝
ち
を
認
め
た
と
い
う）

1
（

。

こ
の
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
の 「
二
絵
師
競
争
譚）

2
（

」 

に
も
匹
敵
す

る
よ
う
な
印
象
深
い
逸
話
が
、
中
東
世
界
で
も 「
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
と
中

国
人
画
家
の
腕
比
べ
」 

と
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
佛
典
に
起
源
を
持
ち
、
佛
教
世
界
か
ら
イ
ス
ラ
ム
世
界
へ
と

伝
播
し
た
こ
の
説
話
の
、
文
化
圏
を
跨
い
で
の
継
承
と
変
容
の
跡
を
辿
っ

て
み
た
い）

3
（

。

﹇
目
次
﹈

一　

漢
訳
佛
典

―
舍
利
弗
と
目
連
の
前
世
譚

二　

ア
ラ
ブ
世
界
へ
の
移
入

―
ガ
ザ
ー
リ
ー

三　

ペ
ル
シ
ア
世
界
へ
の
伝
播

―
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ー
と
ニ
ザ
ー
ミ
ー

　
（
1
）　

ア
ン
ヴ
ァ
リ
ー

　
（
2
）　

ニ
ザ
ー
ミ
ー

　
（
3
）　

絵
画
表
現
の
伝
統

四　

ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学
へ
の
展
開

―
ル
ー
ミ
ー

プ
リ
ニ
ウ
スG

aius Plinius Secundus

（
二
三
年
頃 

―
七
九
年
）
の 『
博
物

誌
』 Naturalis H

istoria

第
三
十
五
巻
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
画
家
ゼ
ウ
ク
シ

スZ
euxis H

eracleotes

（
前
五
世
紀
末
）と
パ
ッ
ラ
シ
オ
スParrhasius E

phe-

sius

（
前
四
世
紀
初
頭
）
と
の
絵
画
競
争
（certam

en

）
に
関
す
る
有
名
な
逸
話

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ゼ
ウ
ク
シ
ス
は
葡
萄
（uva

）
を
あ
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一　

漢
訳
佛
典

―
舍
利
弗
と
目
連
の
前
世
譚

佛
陀
（
釈
尊
）
の
十
大
弟
子
に
数
え
ら
れ
る
舍し
や

利り

弗ほ
つ（

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

＝
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラŚā riputra, 

パ
ー
リ
語
＝
サ
ー
リ
プ
ッ
タSā riputta

）と
目も
く

連れ
ん

（
目も

つ

犍け
ん

連
。
目
乾
連
・
目
揵
連
と
も
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
＝
マ
ウ
ド
ガ
リ
ヤ
ー

ヤ
ナM

audgalyā yana, 
パ
ー
リ
語
＝
モ
ッ
ガ
ラ
ー
ナM

oggallā na

）と
の
あ
い
だ

の
神
通
比
べ
の
逸
話
が
、
義
淨（
六
三
七 

―
七
一
三
年
）訳
の
佛
典 「
根
本
說

一
切
有う

部ぶ

毘び

奈な

耶や

藥
事
」 
卷
第
十
六）

4
（

に
い
く
つ
か
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
說

一
切
有
部
」 

と
は
、
佛
陀
入
滅
後
百
年
頃
、
佛
教
教
団
が
上じ
よ

座う
ざ

部
と
大だ
い

衆し
ゆ

部う
ぶ
と
に
根
本
分
裂
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
前
者
か
ら
派
生
し
た
部
派
の
名
前
、

「
根
本
說
一
切
有
部
」 

は
そ
の
分
派
で
あ
る
。「
毘
奈
耶
」 vinaya

は 「
律
」 

と
同
義
で
、
僧
侶
が
修
行
の
さ
い
守
る
べ
き
規
則
を
指
す
。「
根
本
說
一

切
有
部
毘
奈
耶
」 

全
五
十
巻
は
、
說
一
切
有
部
の 「
十
誦
律
」 

と
ほ
ぼ
同
一

内
容
と
言
う
が
、
随
所
に
教
訓
説
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。「
藥
事
」 

全
十

八
巻
は
、
律
典
の 「
藥
犍
度
」 

に
相
当
し
、
薬
（
＝
食
）
を
取
る
場
合
の
規

定
を
説
く
の
が
本
来
の
内
容
だ
が
、
こ
こ
で
も
本
生
因
縁
譚
が
多
く
記
載

さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る）

5
（

。

佛
陀
在
世
中
、 「
神じ
ん

通ず
う

第
一
」 

と
讚
え
ら
れ
た
目
連
が 「
智
慧
第
一
」 
の

舍
利
弗
に
敵
わ
な
い
事
件
が
あ
り
、
こ
れ
を
目
に
し
て
不
思
議
に
思
っ
た

苾び
つ

芻し
ゆ

た）
6
（

ち
が 「
大
目
乾
連
の
神
通
第
一
た
り
な
が
ら
、
今
乃
ち
如
か
ざ
る

を
見
た
り
」 

と
問
う
と
、
佛
陀
は 「
汝
等
諦つ
ま
びら
か
に
聽
け
。
但
だ
に
今
時

の
み
に
は
非
ず
」 

と
言
っ
て
、 「
乃な
い

往お
う

古こ
し

昔や
く

」 

す）
7
（

な
わ
ち
前
世
に
お
け
る
両

者
の
神
通
優
劣
因
縁
譚
を
五
つ
語
る）

8
（

。
画
家
が
登
場
す
る
第
一
、
第
二
、

第
五
の
逸
話）

9
（

の
う
ち
、
第
二
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

復ふ
く

次じ

に
苾
芻
、
汝
等
諦
ら
か
に
聽
け
。
乃
往
古
昔
、
別
に
一
方
の
聚

落
の
中
に
二
畫
師
有
り
。
共
に
技
能
を
鬪
わ
せ
、
皆
我
こ
そ
好
く
工く
ぎ

巧よ
う

を
明み
よ

解う
げ

す
と
稱
す
。
俱
に
王
の
所
に
詣
で
、
白び
や

言く
げ
んし
て
云
わ
く
、「
我

圖
畫
に
明
ら
か
な
り
」 

と
。
第
二
も
亦
た
云
わ
く
、「
我
圖
畫
を
能
く

す
」 

と
。
時
に
王
は
卽
ち
令
す
ら
く
、「
壁
上
に
各
〻
一
面
を
畫
け
。
畫

き
已お
わ

ら
ば
能
く
知
る
べ
し
。
我
說
く
を
信
ぜ
ざ
れ
ば
」 

と
。
其
の
一
畫

師
、
時
に
六
月
を
經
て
乃
ち
一
面
を
畫
く
。
其
の
第
二
の
者
、
但
だ
唯

だ
壁
面
を
摩
飾
せ
る
の
み
。
其
の
畫
き
了
わ
れ
る
者
、
卽
ち
王
に
白も
う

し

て
言
わ
く
、「
我
牆し
よ
うに
畫
き
了
わ
れ
り
」 

と
。
王
、
群
臣
と
共
に
來
た
り

て
畫
彩
を
觀
じ
、
吿
げ
て
曰
わ
く
、「
大
端
正
な
り
」 

と
。
第
二
の
畫
師

王
に
白
さ
く
、「
我
が
畫
作
を
看
よ
」 

と
。
前
壁
の
畫
由よ

り
光
影
斯こ
こ

に
現

わ
れ
、
薄
衣
も
て
覆
う
に
以に

た
り
。
王
此
の
事
を
見
て
甚
だ
大
い
に
之

を
怪
し
み
て
云
わ
く
、「
更
に
彼
に
勝
れ
り
」 

と
。
其
の
人
、
王
足
に
禮

し
已
り
て
白
し
て
言
わ
く
、「
此
れ
我
が
畫
に
非
ず
。
彼
の
壁
畫
由
り

此こ
こ

に
於
い
て
影よ
う

現げ
ん

せ
る
な
り
。
大
王
よ
、
爲は

た
復ま

た
畫
き
し
者
端
妙
な

る
か
、
爲は

た
復ま

た
此
處
端
正
な
る
か
」 

と
。
王
言
わ
く
、「
汝
の
如
く
作

り
し
者
、
甚
だ
端
正
爲た

り
」 

と）
10
（

。

か
つ
て
、
互
い
に
技
量
を
競
い
合
う
二
人
の
画
家
が
い
て
、
お
互
い
に

自
分
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
の
で
、
国
王
は
、「
実
際
に
描
き

上
げ
て
み
れ
ば
判
る
だ
ろ
う）

11
（

」 

と
言
っ
て
二
人
に
壁
画
を
描
か
せ
る
よ
う

命
じ
る
。
一
方
の
画
家
は
六
か
月
か
け
て
絵
を
完
成
さ
せ
た
が
、
他
方
は

た
だ
壁
面
を
磨
き
上
げ
る
だ
け
だ
っ
た
。
前
者
の
絵
を
見
た
国
王
は 「
と
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て
も
よ
く
描
け
て
い
る
（
大
端
正
な
り
）」 

と
褒
め
る
が
、
今
度
は
後
者
の

磨
い
た
壁
を
見
る
と
、
壁
面
が
鏡
と
化
し
、
最
初
の
絵
が
そ
こ
で
薄
い
膜

を
か
け
た
よ
う
に
仄
か
に
映
っ
て
不
思
議
な
光
景
を
作
り
出
し
て
い
た
。

国
王
が 「
こ
れ
は
向
こ
う
の
絵
よ
り
も
っ
と
優
れ
て
い
る
」 

と
言
う
と
、
壁

を
磨
い
た
画
家
が
種
明
か
し
を
し
て
、「
第
一
の
絵
と
こ
ち
ら
の
映
像
と
、

い
ず
れ
が
優
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か）

12
（

」 

と
問
う
た
の
で
、
国
王
は
さ
ら
に 

「
映
っ
た
絵
の
方
だ
」 
と
答
え
る
。

佛
陀
は
こ
の
逸
話
を
語
っ
た
の
ち
、
実
は
二
人
の
画
家
が
目
連
と
舍
利

弗
の
過
去
世
に
お
け
る
姿
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

佛
、
諸
苾
芻
に
吿
げ
ら
く
は
、「
汝
が
意
は
云い
か
ん何
。
爾じ

時じ

六
月
磨
作

せ
る
畫
師
な
る
者
は
、
卽
ち
舍
利
弗
是
れ
な
り
。
時
に
六
月
を
經
た
る

畫
師
な
る
者
は
、
卽
ち
大
目
連
是
れ
な
り
。
彼
の
時
の
中
に
於
い
て
、

其
の
工
巧
に
由
り
て
能
く
勝
ち
を
得
た
り
。
今
復
た
神
通
に
て
還ま

た
勝

ち
を
獲
た
り
」 

と
。

「
第
一
の
画
家
は
今
の
目
連
で
あ
り
、
第
二
の
画
家
は
今
の
舍
利
弗
で
あ

る
。
当
時
か
ら
舍
利
弗
は
技
巧
に
お
い
て
優
っ
て
い
た
が
、
今
で
も
神
通

に
お
い
て
、
目
連
は
舍
利
弗
に
は
敵
わ
な
い
」 

と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

佛
陀
が
語
る
五
つ
の
逸
話
の
う
ち
四
つ
ま
で
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
言

葉
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
逸
話
が
示
す
の
は
、
文
字
通
り
に
は
舍
利
弗
の
智
慧
が
目
連
の
神

通
力
に
少
し
だ
け
優
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
一
般
に 「
仏
教
に
お
い

て
は
正
し
い
知
恵
は
神
通
力
に
勝
る）

13
（

」 

こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

山
邊
習
學
（
一
八
八
二 

―
一
九
四
四
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
壁
面
を
磨

い
て
他
の
絵
画
を
映
す
と
い
う
発
想
は 「
舍
利
弗
の
敏
捷
な
る
天
才
的
な

頭
の
動
き
方
を
よ
く
表
は
し
て
ゐ
る
」 

一
方
で
、
第
一
の
絵
師
に
現
わ
れ

た
目
連
の 「
堅
實
な
、
努
力
的
な
實
行
的
の
特
長
」 

も
認
め
る
べ
き
で
あ

り
、
佛
陀
は
二
大
弟
子
の
根
本
的
な
優
劣
を
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
両

者
の
相
補
い
合
う
特
徴
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い）

14
（

と
い
う
捉
え
方
は
必
要
で

あ
ろ
う
。
両
者
は
出
家
す
る
以
前
か
ら
の
親
友
で
あ
り
、
佛
陀
の
弟
子
と

な
っ
て
か
ら
も
協
力
し
あ
う
間
柄
で
あ
っ
た
。

二　

ア
ラ
ブ
世
界
へ
の
移
入

―
ガ
ザ
ー
リ
ー

こ
の
よ
う
な
佛
教
世
界
の
譬
喩
譚
を
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
伝
え

た
の
が
、
著
名
な
宗
教
思
想
家
の
ガ
ザ
ー
リ
ー ’A

bū  Ḥ
ā m

id al-G
hazā lī

（
一
○
五
八 

―
一
一
一
一
年
）
で
あ
っ
た
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
ト
ゥ
ー
ス
（
現
在

の
イ
ラ
ン
・
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
北
）
に
生
ま
れ
、
ニ
ー
シ
ャ
ー
プ
ー
ル
で
学
業

を
修
め
た
後
、
一
○
九
一
／
二
年
に
は
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学

院
で
教
鞭
を
執
る
に
至
る
が
、
や
が
て
信
仰
上
の
懐
疑
に
陥
り
、
一
○
九

五
年
十
一
月
に
学
院
を
辞
職
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
を
退
去
、
以
後
ス
ー
フ
ィ
ー

（
神
秘
主
義
修
行
者
）と
し
て
シ
リ
ア
や
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
、
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ

ナ
な
ど
各
地
を
遍
歴
し
、
最
後
は
郷
里
ト
ゥ
ー
ス
に
隠
棲
す
る
。
こ
の
あ

い
だ
、
一
一
○
六
年
七
月
か
ら
三
年
ほ
ど
、
ニ
ー
シ
ャ
ー
プ
ー
ル
の
ニ

ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
で
再
び
教
職
に
就
い
て
い
る
。

こ
の
生
涯
の
う
ち
の
遍
歴
の
時
期
、
す
な
わ
ち
一
○
九
五
年
十
一
月（
よ

り
厳
密
に
は
一
○
九
八
年
初
頭
）
か
ら
一
一
○
六
年
七
月
ま
で
の
あ
い
だ
に
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執
筆
さ
れ
た
の
が
、
彼
の
宗
教
思
想
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
大
著 『
宗

教
諸
学
の
再
興
』 ’Iḥ yā ’ ‘U

lū m
 al-D

ī n

で
あ
る）

15
（

。
本
書
自
体
は
、
彼
の

ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て
の
個
人
的
体
験
を
も
と
に
、
神
秘
修
行
の
た
め
、
神

秘
体
験
に
至
る
方
法
論
の
伝
授
を
目
的
と
し
、
よ
り
広
く
は
神
秘
主
義
を

基
礎
に
イ
ス
ラ
ム
諸
学
を 「
再
興
」 

す
る
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
イ
ス
ラ
ム

の
な
か
に
神
秘
主
義
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る）

16
（

。
そ
の
第
三
巻
第
一
書 「
心
の
不
思
議
に
関
す
る
注
釈
の
書
」 

K
itā b Sharḥ  ‘A

jā ’ib al-Q
alb

に
お
い
て
彼
は
、
宗
教
的
真
理
に
到
達
す

る
二
つ
の
方
法
と
し
て
、
学
者（
ウ
ラ
マ
ー al- ‘ulam

ā ’

）の
道
と
ス
ー
フ
ィ
ー

聖
者
（
ア
ウ
リ
ヤ
ー al- ’aw

liyā ’

）
の
道
を
対
比
的
に
挙
げ
、
そ
の
違
い
を
佛

典
由
来
の
譬
喩
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

　

第
二
の
譬
喩
譚
に
よ
っ
て
、
学
者
の
行
為
と
聖
者
の
行
為
と
の
違
い

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
者
た
ち
は
知
識
そ
の
も
の
を
獲
得
し
、
そ

れ
を
心
（qalb

）
に
引
き
寄
せ
る
た
め
に
行
動
す
る
が
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の

聖
者
た
ち
は
心
を
明
澄
に
し
、
汚
れ
を
除
去
し
て
清
浄
に
し
、
そ
れ
を

磨
き
上
げ
る
た
め
だ
け
に
行
動
す
る
。

　

伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
中
国
人（’ahl al-Ṣī n

）と
ギ
リ
シ
ア

人
（’ahl al-R

ū m

）
と
が
あ
る
国
王
の
面
前
で
、
絵
画
の
技
術
（ṣ inā ‘a al-

naqsh w
a al-ṣ uw

ar

）
の
素
晴
ら
し
さ
を
競
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
国
王
は

彼
ら
に
一
つ
の
広
間（ṣ uffa

）
を
与
え
、
そ
の
片
側
で
中
国
人
、
反
対
側

で
ギ
リ
シ
ア
人
に
絵
を
描
か
せ
て
、
両
者
の
あ
い
だ
に
幕（ḥ ijā b

）
を
下

ろ
し
て
互
い
に
相
手
が
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
、
そ

の
通
り
に
実
行
さ
せ
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

不
思
議
な
絵
の
具
を
集
め
た
が
、
中
国
人
は
絵
の
具
も
持
た
ず
に
奧
に

入
り
、
自
分
た
ち
の
側
の
壁
を
磨
き
始
め
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
が
仕

事
を
終
え
る
と
、
中
国
人
も
ま
た
、
自
分
た
ち
の
仕
事
は
終
わ
っ
た
と

主
張
し
た
。

　

国
王
は
彼
ら
の
言
葉
に
驚
き
、
絵
の
具
も
な
し
に
ど
の
よ
う
に
し
て

絵
の
制
作
を
終
え
た
の
か
と
不
思
議
が
っ
た
。
そ
こ
で 「
お
前
た
ち
は

絵
の
具
な
し
に
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
し
た
の
か
」 

と
訊
ね
る
と
、
彼
ら

は 「
心
配
ご
無
用
。
幔
幕
を
お
引
き
揚
げ
下
さ
い
」 

と
答
え
た
。
幕
が

揚
げ
ら
れ
る
と
、
何
と
彼
ら
の
側
の
壁
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
制
作
し

た
驚
く
べ
き
作
品
が
、
光
と
艶
を
一
層
増
し
て
輝
い
て
い
た
。
と
い
う

の
も
、
壁
は
あ
ま
り
に
よ
く
磨
か
れ
た
た
め
、
ぴ
か
ぴ
か
の
鏡
の
よ
う

に
な
り
、
磨
き
抜
か
れ
る
こ
と
で
彼
ら
の
側
の
壁
の
美
し
さ
は
さ
ら
に

増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
光
の
充
満
の
果
て
に
真
理（al-ḥ aqq 

＝
神
）
の
確
実
な
姿
が

輝
き
出
る
よ
う
に
と
、
聖
者
た
ち
が
心
の
汚
れ
を
除
去
し
て
明
澄
に
し
、

磨
き
上
げ
て
清
浄
な
状
態
に
し
よ
う
と
意
を
用
い
る
の
は
、
中
国
人
た

ち
の
行
動
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
賢
者
や
学
者
た
ち
が
知
識
を
獲
得

し
て
そ
の
姿
を
描
き
、
心
の
な
か
に
そ
の
映
像
を
取
り
入
れ
よ
う
と
努

力
す
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
行
動
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る）

17
（

。

逸
話
の
内
容
か
ら
見
て
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
が
佛
典
に
書
き
留
め
ら
れ
た
の
と

同
類
の
佛
教
説
話
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
彼
が
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
こ
の
佛
教
説
話
を
知
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、
彼
の
生
誕
地
で
も
あ
り
隠
棲
地
で
も
あ
る
ト
ゥ
ー
ス
自
体
が
佛
教
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圏
に
近
く
、
ま
た
遍
歴
の
地
で
あ
る
シ
リ
ア
に
も
佛
教
の
影
響
は
及
ん
で

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
接
触
の
機
会
は
多
く
あ
っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う）

18
（

。
勿
論
、
佛
教
説
話
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
目
連
と
舍
利
弗
を

そ
れ
ぞ
れ
ギ
リ
シ
ア
人
と
中
国
人
（
い
ず
れ
も
複
数
形
）
に
置
き
換
え
る
な

ど
の
変
更
を
加
え
て
い
る
。

こ
こ
で 「
ギ
リ
シ
ア
人
」 ’ahl al-R

ū m

と
訳
し
た
原
語
の 「
ル
ー
ム
」 

と

は
、
元
来
は 「
ロ
ー
マ
」 Rom

a

の
音
訳
で
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
ま
た
は
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ア
人
・
ロ
ー
マ
人
（
＝
キ
リ

ス
ト
教
徒
）の
土
地
一
般
、
さ
ら
に
は
東
ロ
ー
マ
帝
国
が
支
配
し
た
小
ア
ジ

ア
ま
で
を
指
し
う
る
幅
広
い
漠
然
と
し
た
概
念
で
あ
る）

19
（

。
他
方
の 「
中
国
」 

al-Ṣī n

も
ま
た
、
現
在
の
中
国
本
土
の
み
な
ら
ず
、
ペ
ル
シ
ア
の
東
側
に

広
が
る
土
地
全
般
を
漠
然
と
指
示
す
る
。
つ
と
に
ア
ラ
ブ
の
文
人
ジ
ャ
ー

ヒ
ズal-Jāḥ iẓ

（
七
七
六
／
七
年
頃 

―
八
六
八
／
九
年
頃
）は
、
諸
民
族
の
優
劣

比
較
論
の
な
か
で
中
国
人
が 「
工
藝
」 al-ṣ inā ‘ā t
に
優
れ
、「
不
思
議
な
絵

の
具
（
中
略
）
の
所
有
者
」 ’aṣḥā b. . . al- ’aṣ bā gh al- ‘ajī ba
で
あ
り
、「
木

工
と
彫
刻
と
絵
画
」 al-kharṭ  w
a al-naḥ t w

a al-taṣā w
ī r

に
秀
で
た
人
々
で

あ
る）

20
（

と
記
し
、
十
世
紀
初
頭
の
ア
ブ
ー
・
ザ
イ
ド ’A

bū
 Z

ayd al-Sī rā fī

も 『
中
国
と
イ
ン
ド
の
諸
情
報
』 ’A

khbā r al-Ṣī n w
a al-H

ind

に
お
い
て
、

中
国
人
は 「
彫
刻
と
工
藝
に
つ
い
て
完
璧
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
神
の
創

造
物
の
な
か
で
最
も
巧
み
な
」 m

in ’aḥ dhaq khalq ’allā h kaffan  bi naqsh 

w
a ṣ an ‘a

人
々
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）

21
（

。
ガ
ザ
ー
リ
ー
が
画
家
の
一
方
に

中
国
人
を
選
ん
だ
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
ア
ラ
ブ
の
伝
統
的
観
念
が
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
そ
し
て
、
東
方
世
界
に
属
す
る
中
国
人
に
対
し
、

反
対
に
西
の
彼
方
に
住
ま
う
人
々
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
を
配
置
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
ジ
ャ
ー
ヒ
ズ
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
に
つ
い
て 「
彼
ら
は

思
考
の
徒（’aṣḥā b al-ḥ ikm

a

）で
あ
っ
て
実
践
家（fa ‘ala

）で
は
な
か
っ
た
」、

「
後
者（
＝
ギ
リ
シ
ア
人
）は
思
想
家（ḥ ukam

ā ’

）で
あ
り
、
前
者（
＝
中
国
人
）

は
実
践
家（fa ‘ala

）
で
あ
っ
た）

22
（

」 

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
よ

る
役
割
分
担
は
、
こ
れ
と
は
む
し
ろ
逆
転
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
譬
喩
譚
に
お
い
て
対
比
さ
れ
る 「
学
者
の
行
為
」 

と 「
聖
者
の
行

為
」 

は
、
よ
り
一
般
的
に
は
神
秘
主
義
に
お
け
る 「
知
識
」 ‘ilm

（
知
）
と 

「
実
践
」 ‘am

al

（
行
）
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
は

晩
年
に
執
筆
し
た
自
伝 『
誤
り
か
ら
救
う
も
の
』 al-M

unqidh m
in al-Ḍ

alā l

の
な
か
で
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
道
に
は 「
知
識
」 

と 「
実
践
」 

の
両
面
が
あ
る

こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

私
は
次
の
こ
と
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
（
ス
ー
フ
ィ
ー
）
の
道

は
知
識
と
実
践
に
よ
っ
て
の
み
完
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
実
践

の
目
的
は
、
心
の
障
害
と
な
る
も
の
を
断
ち
切
り
、
そ
の
非
難
す
べ
き

性
格
や
悪
し
き
性
質
を
除
去
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
心
を
至
高
な
る
神

以
外
の
も
の
か
ら
解
放
し
、
神
の
思
念
に
よ
っ
て
そ
れ
を
飾
る
ま
で
に

な
る
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

私
に
と
っ
て
、
知
識
は
実
践
よ
り
容
易
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
他
方
、

彼
ら
に
最
も
固
有
の
奥
義
は
、
学
習
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
直
接
的
な

味
得
（dhaw

q

）
や
体
験
（ḥā l

）、
性
格
の
改
変
に
よ
っ
て
し
か
到
達
で
き

な
い
こ
と
も
、
私
に
は
明
ら
か
に
な
っ
た）

23
（

。

「
学
者
の
行
為
」 
と
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
著
作
を
通
じ
て
神
秘
主
義
を
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知
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
相
当
す
る
。
他
方
、「
聖
者
の
行
為
」 

と
は
、
そ

う
し
た
知
識
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
心
か
ら
汚
れ
を
取
り
除
き
、
そ
れ
を

鏡
の
よ
う
に
磨
き
上
げ
て
、
そ
こ
に
神
が
お
の
ず
と
映
し
出
さ
れ
る
ま
で

修
行
を
続
け
る
こ
と
、
神
以
外
の
す
べ
て
か
ら
心
を
浄
化
し
て
、
神
の
な

か
に
自
己
が
無
化
す
る
忘
我
の
境
地
に
至
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
右
の
譬

喩
譚
に
即
し
て
言
え
ば
、
心
は
神
的
な
知
識
を
絵
画
と
し
て
描
く
場
所
で

あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
絵
画
自
体
を
描
こ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
中
国
人

は
外
部
か
ら
絵
画
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
態
勢
を
整
え
よ
う
と
す
る
。
ガ

ザ
ー
リ
ー
は
自
分
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
、
知
識
だ
け
で
は
神
秘
主
義
の

奥
義
に
至
る
こ
と
は
で
き
ず
、
修
行
に
よ
る
直
接
体
験
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
力
説
す
る
。
た
だ
し
、
元
の
絵
が
な
け
れ
ば
鏡
に
そ
れ
が
映
る
こ
と

も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
知
識
も
ま
た
神
秘
主
義
の
奥
義
に
達
す
る
た
め

に
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
彼
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
と
中

国
人
画
家
、
知
と
行
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
優
っ
て
い
る
と
は
言
っ
て
お
ら

ず
、
双
方
は
相
補
い
合
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る）

24
（

。
こ
れ
は
、
佛
典
の
譬
喩
譚
が
伝
え
る
教
え
と
も
よ
く
対
応
す
る
。

三　

ペ
ル
シ
ア
世
界
へ
の
伝
播

　
　

―
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ー
と
ニ
ザ
ー
ミ
ー

（
1
）　

ア
ン
ヴ
ァ
リ
ー

ガ
ザ
ー
リ
ー
の
著
作
は
広
く
イ
ス
ラ
ム
世
界
一
般
に
普
及
し
た
が
、
彼

の
母
語
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
世
界
で
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

彼
が
伝
え
た
絵
画
競
争
の
譬
喩
譚
も
ま
た
、
何
人
か
の
文
学
者
に
よ
っ
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
系
譜
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

現
在
知
ら
れ
る
限
り
、
最
も
早
く
こ
の
譬
喩
譚
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
宮
廷
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ー A

nvarī  

A
bī vardī

（
一
一
一
六
年
頃 

―
八
七
年
）
で
あ
ろ
う
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
が
歿
し
た

数
年
後
に
メ
ル
ヴ
西
方
の
町
ア
ビ
ー
ヴ
ァ
ル
ド
に
生
ま
れ
、
ガ
ザ
ー
リ
ー

の
故
郷
ト
ゥ
ー
ス
で
学
問
を
修
め
た
彼
は
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
難
解
な
称

讚
詩
と
同
時
に
、
抒
情
詩
や
四
行
詩
、
断
片
詩
も
多
く
残
し
て
い
る
。
そ

の
な
か
に
、
教
訓
詩
と
し
て
作
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
断
片（qeṭ ‘e / m

oqaṭṭ a ‘e

）

が
含
ま
れ
て
い
る
。

中
国
の
画
家
た
ち
が
広
間
に
絵
を
描
い
た
。

こ
れ
以
上
に
素
晴
ら
し
い
物
語
は
聞
け
な
い
ゆ
え
、
そ
の
内
容
に

耳
傾
け
よ
。

一
人
の
師
匠
は
そ
の
半
分
を
鏡
の
よ
う
に
磨
き
、

別
の
師
匠
は
残
り
の
半
分
を
マ
ー
ニ
ー
の
絵
に
仕
上
げ
た
。

そ
の
結
果
、
広
間
に
入
っ
た
と
き
、
片
側
に
描
か
れ
た
絵
は

反
対
側
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
お
兄
弟
よ
、
そ
な
た
自
身
が
そ
の
よ
う
に
美
し
く
高
い
天
井
と

頑
丈
な
基
礎
と
を
持
っ
た
広
間
で
あ
る
と
考
え
よ
。

そ
な
た
が
絵
柄
に
満
ち
た
半
分
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、

で
き
れ
ば
残
り
の
半
分
に
な
る
べ
く
努
力
せ
よ
。

ṣ offe-ī  rā  naqsh m
ī  kardand naqqā shā n-e chī n

be-shnav-ī n m
a ‘nī  k-az-ī n khoshtar ḥ adī th-ī  na-shnavī

ū stā d-ī  nī m
e-ī  rā  kard ham

-chon ā yenē
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ū stā d-ī  nī m
e-ī  rā  kard naqsh-ē  m

ā navī

tā  har-ā n naqsh-ī  ke ḥāṣ el bā shad-andar nī m
e-ī

bī ni-yandar nī m
e-ī  dī gar cho andar vey ravī

ey barā dar khī shtan rā  ṣ offe-ī  dā n ham
-chonā n

ham
 be-saqf-ī  nī k-e ‘ā lī  ham

 be-bonyā d-ī  qavī

bā ri-yaz ā n nī m
e-yē  por naqsh na-tvā nī  shodan

jahd ā n kon tā  m
agar ā n nī m

e-yē  dī gar shavī

）
25
（

短
い
五
対
句
の
断
片
詩
な
の
で
、
譬
喩
譚
自
体
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
示
唆
す
る
内
容
は
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
場
合
と
同
一

で
あ
る
。
こ
と
に 「
広
間
」 ṣ offe

―
古
典
音
で
は “ṣ uffa ”

―
と
い
う
単

語
が
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
共
通
す
る
点
か
ら
も
、
両
者
の
繫
が
り
が
窺
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
登
場
人
物
が
ギ
リ
シ
ア
人
と
中
国
人
で
は
な
く
、
中
国
の
二

人
の
画
家
に
変
え
ら
れ
、
一
方
の
壁
に
描
か
れ
る
の
は 「
マ
ー
ニ
ー
の
絵
」 

naqsh-e m
ā navī

と
表
現
さ
れ
る
。
マ
ニ
教
の
経
典
は
極
彩
色
の
絵
柄
で

彩
ら
れ
て
い
た
の
で
、
伝
統
的
に
ペ
ル
シ
ア
文
学
で
は
、
同
教
の
始
祖
た

る
預
言
者
マ
ー
ニ
ー M

ā nī

（
二
一
六 

―
七
七
年
）
は
画
家
と
考
え
ら
れ
、
美

し
い
絵
画
は 「
マ
ー
ニ
ー
の
絵
」 

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
美
し
い
絵
と
そ
の

鏡
像
と
の
物
語
か
ら
、
詩
人
は
同
胞barā dar

―
そ
れ
が
特
定
の
人
物
を

指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
漠
然
と
し
た
呼
び
か
け
な
の
か
は
不
明
だ
が

―

に
対
し
、
自
分
自
身
を
広
間
と
考
え
、
そ
こ
に
絵
だ
け
で
な
く
鏡
を
も
備

え
る
よ
う
努
力
せ
よ
、
と
の
訓
戒
な
い
し
忠
告
を
導
き
出
す
。
ア
ン
ヴ
ァ

リ
ー
が
神
秘
主
義
者
（
ス
ー
フ
ィ
ー
）
で
あ
っ
た
と
す
る
事
実
は
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、「
鏡
に
な
れ
」 

と
い
う
忠
告
が
心
を
磨
い
て
修
行
に
励
め
と

い
う
意
味
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
詩
を
贈
っ
た
相
手
は
そ
う
し
た
志
向
を
持

つ
人
物
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
2
）　

ニ
ザ
ー
ミ
ー

ア
ン
ヴ
ァ
リ
ー
に
続
い
て
同
じ
譬
喩
譚
を
利
用
し
た
の
が
、
カ
ス
ピ
海

西
岸
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
地
方
の
都
市
ガ
ン
ジ
ャ
（
現
在
の
キ
ロ
ヴ
ァ

バ
ー
ド
）
出
身
の
詩
人
ニ
ザ
ー
ミ
ー N

iẓā m
ī  G

anjavī

（
一
一
四
一
年
頃 

―
一

二
○
九
年
頃
）で
あ
る
。
こ
の
詩
人
の
長
編
叙
事
詩〈
五
部
作
〉Kham

se

）
26
（

の

最
後
に
当
た
る 『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
書
』 Eskandar-nā m

e

の
第
一
部 

「
栄
誉
の
書
」 Sharaf-nā m

e

は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王A

lexandros 

III

（
前
三
五
六 

―
三
二
三
年
）
の
世
界
征
服
の
事
績
を
素
材
に
し
た
マ
ス
ナ

ヴ
ィ
ー M

athnavī

詩
型）

27
（

の
一
大
物
語
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
大
王
は
中
国（C

hī n

）ま
で
至
り
、
そ
の
皇
帝（K

hā qā n

可
汗
）と
の
あ

い
だ
で
書
簡
の
遣
り
取
り
を
し
た
り
、
皇
帝
自
身
が
使
者
に
化
け
て
大
王

の
許
に
偵
察
に
来
た
り
す
る
。
の
ち
、
両
者
は
肝
胆
相
照
ら
す
仲
と
な
っ

て
お
互
い
を
招
待
し
合
う
。「
絵
画
を
め
ぐ
る
ギ
リ
シ
ア
人
と
中
国
人
と

の
腕
比
べ
」 m

onāẓ ere-ye rū m
iyā n bā  chī niyā n dar naqqā shī

と
題
さ
れ

た
一
章）

28
（

で
、
皇
帝
が
大
王
の
客
人
と
な
っ
た
日
の
出
来
事
を
詩
人
は
次
の

よ
う
に
語
り
始
め
る
。

早
春
よ
り
も
心
愉
し
い
あ
る
一
日
、

時
代
の
な
か
の
選
び
抜
か
れ
た
一
日
に
、

中
国
の
皇
帝
が
国
王
（
＝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
）
の
客
人
と
な
っ
て
、

二
つ
の
太
陽
が
互
い
に
同
席
し
た
。
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ギ
リ
シ
ア
や
イ
ラ
ン
、
中
国
や
黒
人
国
か
ら
の

食
卓
の
列
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
。 

（
第
三 

―
五
対
句
）

yekī  rū z-e khorram
tar-az now

bahā r

gozī dē -tarī n rū zi-yaz rū zegā r

be m
ehm

ā ne-shah bū d khā qā n-e chī n

do khorshī d bā  yek degar ham
-neshī n

ze rū m
-ō  ze ī rā n-o az chī n-o zang

sem
āṭī n-e ṣ af-hā  bar-ā varde tang

）
29
（

酒
が
回
る
と
、
出
席
者
の
あ
い
だ
で
お
国
自
慢
、
民
族
自
慢
が
始
ま
り
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
や
バ
ビ
ロ
ン
の
魔
術
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
歌
や
イ
ラ
ク

の
弦
楽
器
、
ギ
リ
シ
ア
や
中
国
の
絵
画
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
。
続
い
て
、

絵
画
に
関
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
と
中
国
人
と
、
い
ず
れ
が
優
れ
て
い
る
か
の

論
争
が
起
こ
る
。
そ
こ
で
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
、

最
後
に
こ
の
よ
う
な
意
見
の
一
致
を
見
た
。
つ
ま
り
、

眉
の
よ
う
な
形
の
比
類
の
な
い
丸
屋
根）

30
（

を
作
り
、

背
の
高
い
丸
天
井
の
二
つ
の
眉
（
＝
ア
ー
チ
）
の
中
央
に

画
家
が
幔
幕
を
降
ろ
し
て
、

こ
ち
ら
の
隅
で
は
ギ
リ
シ
ア
人
が
手
仕
事
を
し
、

あ
ち
ら
の
隅
で
は
中
国
人
が
絵
を
描
く
。

そ
し
て
、
要
求
さ
れ
た
時
間
が
経
過
す
る
ま
で
、

お
互
い
の
装
飾
を
見
る
こ
と
は
し
な
い
。

両
者
が
そ
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
き
に
、

中
央
か
ら
幔
幕
が
落
と
さ
れ
る
。

人
々
は
二
つ
の
絵
が
完
成
し
た
段
階
で

ど
ち
ら
が
一
層
素
晴
ら
し
い
か
を
見
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
。

 

（
第
一
七 

―
二
二
対
句
）

bar-ā n shod sar-anjā m
-e kā r-ettefā q

ke sā zand ṭā q-ī  cho abrū  be ṭā q

m
iyā n-ē  do abrū -ye ṭā q-ē  boland

ḥ ejā b-ī  forū d-ā varad naqsh-band

bar-ī n gū she rū m
ī  konad dast-kā r

bar-ā n gū she chī nī  negā rad negā r

na-bī nand pī rā yesh-ē  yek-degar

m
agar m

oddat-ē  da ‘vi-ā yad be-sar

cho z-ā n kā r gardand pardā khtē

ḥ ejā b-az m
iyā n gardad-andā khtē

be-bī nand k-az har do peykar kodā m

now
-ā yī n-tar-ā yad cho gardad tam

ā m

こ
こ
で
は
二
つ
の
丸
屋
根
を
持
つ
建
物
（ṭā q

）
を
作
り
、
中
国
人
画
家

と
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
が
一
人
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
丸
天
井
の
下
で
仕
事
を

す
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
皇
帝
の
配
下
の
中
国
人
画
家
と
、
大

王
の
遠
征
に
随
行
し
て
き
た
ら
し
い
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
と
が
腕
を
競
い
合

う
格
好
で
あ
る
。
お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
丸
天
井
の
ア
ー
チ
が
並
ぶ
様
子

を 「
二
つ
の
眉
」 do abrū

に
譬
え
て
い
る
の
は
、
横
か
ら
切
断
面
を
見
た

と
き
、
そ
れ
が
弦
を
下
に
し
た
弓
の
よ
う
な
半
月
形
と
な
り
、
そ
の
並
び
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が
人
間
の
顔
の
二
つ
の
眉
の
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
間
を

幔
幕
で
仕
切
る
の
も
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
描
写
と
同
様
で
あ
る
。

画
家
た
ち
は
密
か
に
、
一
対
の
弓
型
の
眉
の
ご
と
き

丸
天
井）

31
（

の
な
か
に
座
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
両
者
が
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、

彼
ら
は
絵
画
か
ら
幔
幕
を
引
き
落
と
し
た
。

二
つ
の
絵
画
館
の
絵
は
同
一
で
、

形
も
色
も
ま
っ
た
く
差
が
な
か
っ
た
。

見
物
人
た
ち
は
そ
の
仕
事
に
驚
き
、

そ
の
驚
異
に
一
様
に
当
惑
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
二
人
の
画
家
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

二
つ
の
絵
画
館
を
同
一
の
絵
に
し
た
の
か
、
と
。

国
王
は
二
つ
の
コ
ン
パ
ス
（
＝
絵
画
）
の
中
央
に
坐
し
て

双
方
を
と
く
と
眺
め
た
が
、

そ
れ
ら
相
互
の
違
い
を
見
分
け
る
こ
と
も
な
く
、

そ
の
秘
密
の
幕
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

彼
は
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
秘
密
を
探
っ
た
が
、

状
況
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

い
や
、（
両
者
の
）
あ
い
だ
に
は
、

一
方
は
受
け
取
り
、
他
方
は
提
示
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。

賢
者
（
バ
リ
ー
ナ
ー
ス
）
が
そ
れ
ら
二
つ
の
偶
像
寺
院
を
見
た
と
き
、

賢
者
に
は
そ
れ
ら
の
絵
画
が
驚
異
に
映
っ
た
。

彼
は
真
実
を
求
め
、
大
急
ぎ
で

そ
の
絵
画
に
関
す
る
手
掛
か
り
を
取
り
戻
し
た
。

彼
が
命
ず
る
と
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
急
い
で

幔
幕
を
再
び
中
央
に
設
置
し
た
。

二
つ
の
館
の
中
間
に
仕
切
り
が
な
さ
れ
る
や
、

一
方
は
悲
し
み
に
沈
み
、
他
方
は
輝
い
た
。

ギ
リ
シ
ア
人
の
絵
柄
は
色
と
艶
を
失
わ
な
か
っ
た
が
、

中
国
人
の
鏡
の
上
に
は
錆
が
拡
が
っ
た
。 （
第
二
三 

―
三
六
対
句
）

neshastand ṣū ratgerā n dar nehoft

dar-ā n jafte-yē  ṭā q chon ṭā q-e joft

be-kam
 m

oddat-az kā r pardā khtand

m
iyā n-bor ze peykar bar-andā khtand

yekī  bū d peykar do arzhang rā

tafā vot na ham
 naqsh-o ham

 rang rā
‘ajab m

ā nd-az-ā n kā r naẓẓā regī

be ‘ebrat forū  m
ā nd yekbā regī

ke chon karde and-ī n do ṣū rat-gozā r

do arzhang rā  bar yekī  sā n negā r

m
iyā n-ē  do pargā r be-nshast shā h

dar-ī n-ō  dar-ā n kard nī kū  negā h

na be-shnā kht-az yek degar bā z-eshā n

na pey bord bar parde-yē  rā z-eshā n

basī  rā z-az-ā n dar naẓ ar bā z jost

na-shod ṣū rat-ē  ḥā l bar vey dorost

balī  dar m
iyā nē  yekī  farq bū d
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ke ī n m
ī  padhī roft-o ā n m

ī  nam
ū d

cho farzā ne dī d-ā n do botkhā ne rā

badī ‘-ā m
ad-ā n naqsh farzā ne rā

dorostī  ṭ alab kard-o chandā n shetā ft

ka-z-ā n naqsh sar-reshte-ī  bā z yā ft

be-farm
ū d tā  rū m

iyā n tā khtand

ḥ ejā b-ī  degar dar m
iyā n sā khtand

cho ā m
ad ḥ ejā bī  m

iyā n-ē  do kā kh

yekī  tang-del shod yekī  rū -farā kh

raqam
-hā -ye rū m

ī  na-shod z-ā b-o rang

bar-ā yī ne-yē  chī ni-yoftā d zang

「
絵
画
館
」 

と
訳
し
た
原
語 「
ア
ル
ジ
ャ
ン
グ
」 arzhang

は
、
マ
ー
ニ
ー
が

絵
画
を
飾
る
館
、
ま
た
は
マ
ニ
教
の
絵
画
や
書
物
を
指
す
言
葉
、「
偶
像

寺
院
」 botkhā ne

は
佛
像
や
彫
像
な
ど
の
偶
像（bot

）を
置
い
た
異
教
の
寺

院
の
意
味
だ
が
、
い
ず
れ
も
絵
画
の
描
か
れ
た
建
物

―
こ
こ
で
は 「
宮

殿
」 kā kh

（
の
ち
に
はsarā y

）
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る

―
の
比
喩
で

あ
る
。「
コ
ン
パ
ス
」 pargā r

）
32
（

は
、
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
描
い
た
か
の
ご
と

き
美
し
い
図
像
、
あ
る
い
は
丸
天
井
の
円
の
描
写
で
あ
ろ
う
。「
国
王
」 

shā h

（
の
ち
に
はshahriyā r

）は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
、「
賢
者
」 farzā ne

と
は
、
大
王
の
遠
征
に
同
行
し
た
と
さ
れ
る
バ
リ
ー
ナ
ー
スB

alī nā s, 

す

な
わ
ち
テ
ュ
ア
ナ
の
ア
ポ
ロ
ニ
オ
スA

pollonius Tyanensis

（）
33
（

一
世
紀
頃
）

で
あ
る
。
大
王
に
は
二
つ
同
一
の
絵
が
描
か
れ
た
秘
密
を
解
明
で
き
な

か
っ
た
が
、
バ
リ
ー
ナ
ー
ス
は
、
一
方
が 「
受
け
取
り
」 mī  padhī roft, 

他

方
が 「
提
示
す
る
」 mī  nam

ū d

と
い
う
、
発
信
と
受
信
、
創
造
と
受
容
の

違
い
に
気
が
つ
い
て
、
再
び
両
者
の
あ
い
だ
に
幔
幕
を
降
ろ
さ
せ
る
。
す

る
と
、「
中
国
人
の
鏡
」 ā yī ne-ye chī nī

に
は
錆
が
拡
が
る
。
こ
こ
で 「
受

け
取
り
」 「
鏡
」 

と
い
う
単
語
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
詩
人
は
早
く
も
謎
の

解
き
明
か
し
の
手
掛
か
り
を
読
者
に
与
え
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

中
国
人
の
広
間
か
ら
絵
画
が
消
え
た
と
き
、

国
王
は
そ
れ
に
驚
い
て
茫
然
と
し
た
。

だ
が
再
び
仕
切
り
を
中
央
か
ら
引
き
上
げ
る
と
、

最
初
と
ま
っ
た
く
同
じ
絵
柄
が
現
わ
れ
た
。

彼
は
、
こ
の
輝
く
丸
天
井
が

磨
く
こ
と
で
図
柄
を
獲
得
す
る
の
だ
と
知
っ
た
。

彼
ら
が
仕
事
を
し
て
い
る
あ
い
だ
は
、

中
間
に
仕
切
り
が
立
て
ら
れ
、

ギ
リ
シ
ア
人
は
絵
を
描
く
こ
と
に
専
念
し
、

中
国
人
は
宮
殿
（
の
壁
）
を
磨
い
て
い
た
の
だ
。

あ
ち
ら
側
の
広
間
に
描
か
れ
た
す
べ
て
の
絵
画
は
、

輝
き
に
よ
っ
て
こ
ち
ら
側
が
受
け
取
っ
た
。

か
の
審
判
に
お
け
る
判
決
に
よ
れ
ば
、

両
者
と
も
に
洞
察
力
の
助
け
が
存
在
し
た
。

ギ
リ
シ
ア
人
の
よ
う
に
絵
を
描
け
る
者
は
他
に
お
ら
ず
、

中
国
人
は
磨
く
こ
と
に
熟
達
し
て
い
る
の
だ
。

 

（
第
三
七 

―
四
四
対
句
）

cho shod ṣ offe-yē  chī niyā n bī  negā r
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shegeftī  forū  m
ā nd-az-ā n shahriyā r

degar rah ḥ ejā b-az m
iyā n bar kashī d

ham
ā n peykar-ē  avval-ā m

ad padī d

be-dā nest k-ā n ṭā q-e afrū khtē

be-ṣ eyqal raqam
 dā rad-andū khtē

dar-ā n vaqt k-ā n shoghl m
ī  sā khtand

m
iyā nē  ḥ ejā b-ī  bar-afrā khtand

be-ṣū ratgarī  bū d rū m
ī  be-pā y

m
oṣ eyqal ham

ī  kard chī nī  sarā y

har-ā n naqsh k-ā n ṣ offe gī rande shod

be afrū zesh-ī n sū  padhī rande shod

bar-ā n raft fatvā  dar-ā n dā varī

ke hast-az baṣ ar har do rā  yā varī

na-dā rad cho rū m
ī  kas-ī  naqsh-bast

gah-ē  ṣ aql chī nī  bovad chī re-dast

再
び 「
広
間
」 ṣ offe

と
い
う
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
由
来
の
言
葉
が
二
回
現
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
絵
を
描
く
ギ
リ
シ
ア
人
と
壁
を
磨
く
中
国
人
と
い
う
対
比

に
よ
っ
て
、
驚
異
の
秘
密
が
最
終
的
に
開
示
さ
れ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
い
ず
れ
に
も 「
洞
察
力
」 baṣ ar

が
あ
る
と
い

う
理
由
に
よ
っ
て
、
双
方
優
劣
な
し
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
る
点
で
あ
ろ

う
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
優
劣

の
判
断
を
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
は
一
層
明
示
的
に
回
避
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
が
こ
の
逸
話
を
学
者
と
聖
者
、
知
識
と
実
践
の
対
比

の
譬
喩
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
は
逸
話
そ
の
も
の
の
面
白

さ
に
主
眼
を
置
き
、
詳
細
な
筋
立
て
を
語
る
こ
と
に
努
力
を
傾
け
て
い
る

点
も
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
詩
人
が
神
秘
主
義
者
で
な
く
、

作
品
に
も
神
秘
主
義
的
要
素
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い

よ
う
。

な
お
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
は
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
本
文
を
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
こ
だ
け
に
発
想
源
が
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
は
こ
の
逸
話
の
直
後
に
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
は
見

ら
れ
な
い
マ
ー
ニ
ー
に
関
す
る
逸
話
を
続
け
て
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
国
人
た
ち
は
、
自
国
へ
や
っ
て
く
る
マ
ー
ニ
ー
を
騙

そ
う
と
、
透
明
な
水
晶
（ballū

r

）
で
池
を
作
り
、
迫
真
的
な
描
写
で
波
や

草
ま
で
書
き
添
え
る
。
沙
漠
地
帯
を
越
え
て
き
た
た
め
喉
が
渇
い
て
い
た

マ
ー
ニ
ー
は
、
陶
器
製
の
壺
（kū

ze

）
で
池
の
水
を
汲
も
う
と
す
る
が
、
水

晶
に
当
た
っ
て
砕
け
て
し
ま
う
。
騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
く
と
、
彼
は
持

参
し
た
筆
で
水
面
に
死
ん
だ
犬
を
描
き
、
今
後
の
旅
人
へ
の
警
告
と
し
た
。

中
国
人
は
そ
の
技
量
に
感
服
し
、
彼
の
教
義
を
受
け
入
れ
る
に
至
っ
た
と

い
う）

34
（

。
こ
れ
は
、
佛
典
の
「
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
藥
事
」
卷
第
十
六
に
あ

る
舍
利
弗
と
目
連
の
神
通
優
劣
因
縁
譚
の
第
五
の
逸
話）

35
（

と
同
工
異
曲
で
あ

り
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
は
こ
の
佛
典
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く

と
も
同
一
の
源
泉
か
ら
こ
の
逸
話
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る）

36
（

。

（
3
）　

絵
画
表
現
の
伝
統 

さ
て
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
の
作
品
に
は
後
世
、
多
く
の
写
本
に
絵
画
が
添
え
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図版 1　ニザーミー〈五部作〉のうち『アレクサンドロスの書』 Eskandar-nāme写本挿絵，イスタンブ
ル，トプカプ宮殿博物館所蔵，1445–50年頃。H. 753, folio 304. 出典＝Ivan Stchoukine,“La Khamse de Ni-
ẓāmī, H. 753, du Topkapi Sarayi Müzesi d’Istanbul,” Syria 49, 1972, Plate IX.
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ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
の
場
面
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
三
点
、

十
五
世
紀
中
葉
の
挿
絵
が
存
在
す
る）

37
（

。
そ
の
う
ち
、
ト
プ
カ
プ
宮
殿
博
物

館
図
書
室
が
所
蔵
す
る
ニ
ザ
ー
ミ
ー
〈
五
部
作
〉
の
全
三
十
七
葉
中
の
挿

絵）
38
（

（
図
版
1
）
は
、
ヘ
ラ
ー
ト
派
の
画
家
に
よ
っ
て
ヤ
ズ
ド
（
現
在
の
イ
ラ

ン
）
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
挿
絵
上
端
の
枠
内
に

は
、
右
に
掲
げ
た
本
文
の
第
二
六 

―
二
八
対
句
、
右
下
端
の
枠
内
に
第
二

九
対
句）

39
（

の
計
四
対
句
分
が
記
さ
れ
、
画
面
中
央
に
は
王
冠
を
戴
き
、
坐
し

た
ま
ま
絵
を
見
比
べ
て
驚
く

―
唇
に
指
を
あ
て
て
い
る
の
は
、
イ
ス
ラ

ム
絵
画
に
お
い
て
驚
き
を
示
す
伝
統
的
表
現
法
で
あ
る）

40
（

―
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
が
、
ま
た
そ
の
上
に
は
少
し
だ
け
引
き
揚
げ
ら
れ
た
幔
幕
（
カ
ー

テ
ン
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
左
右
の
上
端
が
眉
状
の
丸
屋
根
に

な
っ
た
壁
面
に
並
ぶ
の
は
、
ま
っ
た
く
同
一
の
二
つ
の
絵
画
、
そ
の
主

題
は 「
庭
園
で
王
女
に
詩
を
誦
み
上
げ
る
若
者）

41
（

」 
で
あ
る
。
詩
や
散
文
で

あ
れ
ば
、
絵
画
の
制
作
過
程
を
叙
述
し
て
も
絵
の
中
身
に
ま
で
触
れ
る
必

要
は
必
ず
し
も
な
い
。
し
か
し
、
絵
画
表
現
の
場
合
に
は
、
そ
こ
に
描
か

れ
た
壁
画
の
素
晴
ら
し
さ
を
ど
う
再
現
す
る
か
が
、
挿
絵
画
家
の
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
に
な
る
。
勿
論
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
の
本
文
に
も
壁
画
の
主
題
へ
の

言
及
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
挿
絵
画
家
が
独
自
の
判
断
で
庭
園
と

王
女
と
若
者
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
二
枚
の
壁
画
の
う
ち
、
一
方
が
他

方
の
鏡
像
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
は
両
者
の
左
右
が
逆
転
す
る
は
ず
で
あ
る

が
、
画
家
は
そ
こ
ま
で
深
く
考
え
ず
に
、「
二
つ
の
絵
画
館
の
絵
は
同
一

で
、／
形
も
色
も
ま
っ
た
く
差
が
な
か
っ
た
」 （
第
二
五
対
句
）
と
い
う
詩
句

に
基
づ
き
、
完
全
に
同
一
の
図
像
を
並
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
シ
ー
ラ
ー
ズ
で
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
が
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の〈
五
部
作
〉挿
絵）

42
（

（
図
版
2
）で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
上
下
の
枠
内
に
第
三
二
対
句
か
ら
第
四
三
対
句
ま
で
、
十
二
対

句
分
が
表
示
さ
れ
て
い
る）

43
（

。
絵
の
中
央
に
王
冠
を
戴
い
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
が
坐
し
、
唇
に
指
を
あ
て
て
驚
き
の
表
情
を
見
せ
て
い
る
点
は
、
ト

プ
カ
プ
宮
殿
所
蔵
の
写
本
絵
画
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
ち

ら
で
は
、
廷
臣
た
ち
が
幔
幕
を
引
き
揚
げ
て
内
部
を
覗
き
込
み
驚
く
様
子

や
、
も
う
一
つ
手
前
の
黒
っ
ぽ
い
幔
幕
が
ず
っ
と
上
ま
で
ま
く
り
あ
げ
ら

れ
る
様
子
が
よ
り
は
っ
き
り
と
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
壁
画
の

主
題
は
馬
上
の
狩
り
と
そ
れ
を
見
物
す
る
人
々
の
遊
興
で
あ
る
。
ト
プ
カ

プ
写
本
と
は
異
な
り
、
二
つ
の
絵
は
鏡
像
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
を
分

析
し
た
美
術
史
家
の
ス
ー
チ
ェ
クPriscella Soucek

に
よ
れ
ば
、
右
側
が

ギ
リ
シ
ア
人
の
描
い
た
原
画
、
左
側
が
中
国
人
の
鏡
に
反
映
し
た
映
像
で

あ
り
、
原
画
の
地
面
は
白
と
黄
土
色
な
の
に
対
し
、
映
像
の
地
面
は
光
沢

の
あ
る
黄
金
色
に
塗
ら
れ
て
、
鏡
の
輝
き
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
は
美
術
品
と
し
て
も
優
れ
た
傑
作
に
な
っ
て
い
る
と
評
せ
よ
う
。

第
三
の
写
本
た
る
、
ダ
ブ
リ
ン
の
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
図
書
館

所
蔵
本
は
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
の〈
五
部
作
〉の
み
な
ら
ず
、
ア
ッ
タ
ー
ルFarī d 

al-D
ī n ‘A

ṭṭā r

（
一
一
四
五 

―
一
二
二
一
年
）、
ル
ー
ミ
ー Jalā l al-D

ī n R
ū m

ī

（
一
二
○
七 

―
七
三
年
）、
サ
ァ
デ
ィ
ー Sa ‘dī

（
一
二
一
○
年
頃 

―
九
二
年
頃
）、

ブ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー M

uḥ am
m

ad al-B
ūṣī rī

（
一
二
一
二 

―
九
四
年
頃
）
な
ど
、

ペ
ル
シ
ア
・
ア
ラ
ブ
の
著
名
な
詩
人
の
代
表
作
を
集
め
た
詞
華
集
の
形
態

を
取
っ
て
い
る）

44
（

。
こ
の
う
ち
、『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
書
』 

所
載
の
画
家

の 「
腕
比
べ
」 
の
挿
絵
を
含
む
一
葉（
図
版
3
）は
、
外
側
の
欄
に
ル
ー
ミ
ー

の 『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』 M

athnavī -ye M
a‘ navī

第
三
巻
の
本
文
の
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Cochran, 1913. Accession Number 13.228.3, folio 322a. 出典＝The Metropolitan Museum 
of Art, The Collection Online.
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図版 3　ニザーミー〈五部作〉のうち『アレクサンドロスの書』 Eskandar-nāme写本挿絵，ダブ
リン，チェスター・ビーティー図書館所蔵，1435年。MS. Pers. 124, folio 242b. © The Trustees 
of the Chester Beatty Library, Dublin.
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一
部）

45
（

が
、
左
上
か
ら
時
計
回
り
に
左
下
ま
で
、
合
計
二
十
一
対
句
書
き
連

ね
ら
れ
る
一
方
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
の
本
文
は
内
側
の
欄
の
四
列
に
、
挿
絵
を

挟
ん
で
合
計
十
三
行

―
挿
絵
の
上
が
第
三
対
句
か
ら
第
二
三
対
句
ま
で

の
計
二
十
二
対
句）

46
（

、
挿
絵
の
下
が
第
二
四
・
第
二
五
対
句
の
計
二
対
句

―
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
金
文
字
の
章
題
に
は 「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が

軍
隊
の
情
報
を
入
手
す
る
」 

と
あ
る
。

挿
絵
自
体
は
、
前
述
の
二
作
例
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
幔
幕
で
仕
切

ら
れ
た
右
欄
に
左
右
対
称
の
四
人
の
人
物
と
絵
画
が
、
左
欄
に
白
壁
の
前

に
立
つ
一
人
の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
最
も
単
純
な
解

釈
を
す
れ
ば
、
幔
幕
の
右
側
が
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
た
ち
の
作
業
風
景
、
左

側
が
壁
を
磨
く
中
国
人
画
家
と
考
え
ら
れ
よ
う）

47
（

。
中
国
人
画
家
が
左
手
に

持
つ
円
形
な
い
し
六
角
形
の
、
拡
大
鏡
あ
る
い
は
単
眼
鏡
の
ご
と
き
事
物

は
、
作
業
に
用
い
る
磨
き
石
か
も
し
れ
な
い）

48
（

。

た
だ
そ
の
場
合
、
右
欄
の
絵
画
や
人
物
が
す
べ
て
左
右
対
称
で
あ
る
理

由
を
合
理
的
に
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
挿
絵
画
家
が
既
存
の
図
案
を
転

用
す
る
さ
い
、
型
紙
の
裏
表
を
逆
転
さ
せ
て
画
面
を
構
成
し
た
だ
け
な
の

か
も
し
れ
な
い
が）

49
（

、
さ
ら
に
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
右
欄
は
幔
幕
を
引

き
上
げ
た
状
態
、
左
欄
は
降
ろ
し
た
状
態
を
示
し
て
い
る
と
も
受
け
取
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
右
欄
は
、
絵
画
お
よ
び
そ
れ
を
描
く
ギ
リ
シ
ア
人
画
家

自
身
の
姿
と
、
そ
の
鏡
像
（
中
国
人
に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
白
壁
に
映
る
反
映
）

と
を
、
同
一
平
面
上
に
並
置
し
た
格
好
に
な
っ
て
い
る
と
も
推
測
で
き
る
。

お
そ
ら
く
中
央
に
立
つ
、
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
鬚
面
の
人
物）

50
（

が
中
国
人
画

家
、
手
前
に
坐
し
て
い
る
小
さ
め
に
描
か
れ
た
帽
子
の
人
物
が
ギ
リ
シ
ア

人
画
家
で
あ
ろ
う
。
背
後
の
壁
画
の
う
ち
、
両
端
に
見
え
る
、
花
瓶
に
挿

さ
れ
た
糸
杉
の
ご
と
き
焰
型
の
植
物
図
像
は
、
こ
の
挿
絵
の
九
葉
ほ
ど
前

に
挿
入
さ
れ
た 「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
カ
ァ
バ
神
殿
訪
問）

51
（

」 

の
挿
絵
に

登
場
す
る
図
像
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。

で
は
い
ず
れ
が
実
際
の
人
物
で
、
い
ず
れ
が
鏡
像
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ギ
リ
シ
ア
人
画
家
が
右
利
き
と
仮
定
す
る
と
、
右
欄
左
下
隅
に
坐
し
て
絵

を
描
く
橙
色
の
衣
裳
の
人
物
が
実
物
の
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
、
右
下
隅
に
坐

す
緑
の
衣
服
の
人
物
が
そ
の
鏡
像
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
絵
画
の
左
半
分

が
実
際
の
壁
画
、
右
半
分
が
鏡
像
（
本
来
は
白
壁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
場
合
、
立
っ
て
い
る
二
つ
の
人
物
像
の
う
ち
、
実
物
の
中
国
人
画
家

は
左
側
の
黒
い
衣
服
を
着
た
（
左
利
き
の
）
男
性
、
右
側
の
薄
緑
色
の
衣
服

の
方
は
そ
の
鏡
像
と
解
釈
で
き
る
。
勿
論
、
逆
に
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
の
方

が
左
利
き
と
仮
定
す
る
な
ら
、
実
物
と
鏡
像
の
位
置
関
係
も
逆
転
し
、
右

欄
の
右
半
分
が
実
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
左
欄
に
立
つ
、
赤
い
衣
服
を
纏
っ
た
タ
ー
バ
ン
姿
の
人
物
は
、

右
欄
中
の
中
国
人
画
家
の
よ
う
に
衣
服
の
袖
口
こ
そ
絞
ら
れ
て
は
い
な
い

も
の
の
、
似
た
表
情
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
同
一
の
中
国
人
画
家
と
見
做
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
が
左
利
き
で
あ
れ
ば
、
拡
大
鏡
と
も
磨
き
石
と
も

見
え
る
円
形
の
事
物
を
左
手
に
持
っ
て
い
て
も
矛
盾
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、

幔
幕
が
降
ろ
さ
れ
、
鏡
に
映
っ
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
人
画
家
の
絵
画
が
消
失

し
て
白
壁
だ
け
が
残
っ
た
瞬
間
を
描
い
て
い
る
と
も
解
釈
し
う
る
。

全
体
と
し
て
見
る
と
、
こ
の
挿
絵
は
前
出
の
二
作
例
の
劇
的
な
場
面
描

写
に
比
べ
、
洗
練
度
が
不
足
し
て
い
る）

52
（

と
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
先
行
作
品
が
存
在
し
な
い
状
況
で
画
家
は
独
自
の
工
夫
を
凝
ら

し
て
お
り
、
作
例
の
少
な
い
こ
の
場
面
の
挿
絵
と
し
て
は
貴
重
で
あ
る
。
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四　

 

ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学
へ
の
展
開

―
ル
ー
ミ
ー

宮
廷
詩
人
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ー
、
物
語
詩
人
ニ
ザ
ー
ミ
ー
に
対
し
、
神
秘
主

義
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
す
で
に
名
を
挙
げ
た
ル
ー
ミ
ー

―
イ

ラ
ン
で
は
モ
ウ
ラ
ヴ
ィ
ー M

ow
lavī

な
い
し
モ
ウ
ラ
ー
ナ
ー M

ow
lā nā , 

現
代
ト
ル
コ
で
は
メ
ヴ
ラ
ー
ナM

evlâ na

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い

―

で
あ
る
。
彼
は
バ
ル
フ（
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）で
生
ま
れ
、
ル
ー
ム
・

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
都
コ
ニ
ヤ
（
現
在
の
ト
ル
コ
）
に
移
住
し
、
そ
の
地
で

生
涯
を
終
え
た
た
め
、「
ル
ー
ム
」 
す
な
わ
ち
小
ア
ジ
ア
の
人
と
い
う
意
味

で 「
ル
ー
ミ
ー
」 

の
名
が
あ
る
。

そ
の
最
高
傑
作
と
さ
れ
る 『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』 

全
六
巻
は
、
神

秘
主
義
の
教
義
と
本
質
を
さ
ま
ざ
ま
の
逸
話
や
物
語
の
形
式
で
語
っ
た
、

マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
詩
型
の
叙
事
詩
集
で
あ
る
。
そ
の
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
た 

「
絵
画
の
知
識
に
関
す
る
ギ
リ
シ
ア
人
と
中
国
人
の
競
い
合
い
の
物
語
」 Q

eṣ-

ṣ e-ye m
erā  kardan-e rū m

iyā n-o chī niyā n dar ‘elm
-e naqqā shī  o ṣū rat-

garī

）
53
（

は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
以
来
の 「
二
絵
師
競
争
譚
」 

を
神
秘
主
義
の
観
点
か

ら
敷
衍
し
た
一
節
と
言
え
る
。
こ
こ
で
詩
人
は
、
次
の
よ
う
に
語
り
始
め

る
。

中
国
人
た
ち
は 「
我
々
の
方
が
優
れ
た
画
家
だ
」 

と
言
い
、

ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は 「
我
々
の
方
に
こ
そ
壮
麗
さ
は
存
す
る
」 

と

主
張
し
た
。

ス
ル
タ
ン
曰
く
、「
わ
し
が
こ
の
件
に
つ
い
て
試
験
を
し
て
、

お
前
た
ち
の
い
ず
れ
が
そ
の
主
張
に
お
い
て
選
ば
れ
る
か
見
て
や

ろ
う
」。

中
国
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
準
備
が
整
っ
た
と
き
、

ギ
リ
シ
ア
人
は
知
識
に
お
い
て
よ
り
優
っ
て
い
た
。

中
国
人
は 「
我
々
に
一
部
屋
を
特
別
に
委
ね
よ
、

ま
た
別
の
一
部
屋
を
君
た
ち
に
」 

と
言
っ
た
。

扉
の
向
か
い
合
っ
た
二
つ
の
部
屋
が
あ
っ
た
の
で
、

一
方
を
中
国
人
、
他
方
を
ギ
リ
シ
ア
人
が
取
っ
た
。

中
国
人
は
王
に
百
色
（
の
絵
の
具
）
を
望
ん
だ
の
で
、

そ
の
寛
大
な
王
は
宝
庫
の
扉
を
開
い
て
や
っ
た
。

毎
朝
宝
物
庫
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
（
の
絵
の
具
）
が

下
賜
品
と
し
て
中
国
人
に
給
せ
ら
れ
た
。

だ
が
ギ
リ
シ
ア
人
は
言
う
の
だ
っ
た
、「
錆
を
取
り
除
く
こ
と
以
外
、

図
柄
も
色
彩
も
我
々
の
仕
事
に
は
似
合
わ
な
い
」 

と
。

扉
を
閉
じ
て
（
壁
を
）
磨
い
た
の
で
、

彼
ら
は
天
空
の
ご
と
く
純
粋
で
清
浄
に
な
っ
た
。

 

（
三
四
八
一 

―
八
九
対
句
）

　
（
中
略
）

中
国
人
は
仕
事
を
終
え
た
と
き
、

歓
喜
の
あ
ま
り
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
た
。

国
王
が
や
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
絵
画
を
目
に
す
る
と
、

そ
れ
は
彼
の
理
性
を
奪
い
取
っ
た
。

そ
の
あ
と
王
が
ギ
リ
シ
ア
人
の
方
へ
近
づ
く
や
、

彼
ら
は
両
者
の
あ
い
だ
を
隔
て
て
い
た
幕
を
引
き
上
げ
た
。
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す
る
と
彼
ら
（
中
国
人
）
の
絵
画
と
仕
事
の
映
像
が
、

汚
れ
を
取
り
除
か
れ
た
壁
の
上
に
映
し
出
さ
れ
た
。

向
か
い
の
部
屋
で
目
に
し
た
も
の
が
す
べ
て
、
こ
ち
ら
で
は
よ
り
素

晴
ら
し
く
思
わ
れ
た
。

そ
れ
は
眼
玉
を
眼
窩
か
ら
奪
い
取
っ
た
。

 

（
第
三
四
九
二 

―
九
六
対
句
）

chī niyā n goftand m
ā  naqqā sh-tar

rū m
iyā n goftand m

ā -rā  karr-o far

goft sulṭā n em
teḥā n khā ham

 dar-ī n

k-az shom
ā -hā  kī st dar da ‘vī  gozī n

ahl-e chī n-ō  rū m
 chon ḥāḍ er shodand

rū m
iyā n dar ‘elm

 vā qef-tar bodand

chī niyā n goftand yek khā nē  be-m
ā

kḥāṣ  be-spā rī d vō  yek ā n shom
ā

bū d dō  khā nē  m
oqā bel dar be dar

z-ā n yekī  chī nī  setad rū m
ī  degar

chī niyā n ṣ ad rang az shah khā stand

pas khazī nē  bā z kard-ā n arjm
and

har ṣ abāḥ -ī  az khazī nē  rang-hā

chī niyā n rā  rā tebē  bū d-az ‘aṭā

rū m
iyā n goftand nā  naqsh-ō  na rang

dar khor-ā yad kā r rā  joz daf ‘-e zang

dar forū  bastand-o ṣ eyqal m
ī  zadand

ham
cho gardū n sā de vō  ṣā fī  shodand

　
﹇. . .

﹈

chī niyā n chon az ‘am
al fā regh shodand

az pey-ē  shā dī  dohol-hā  m
ī  zadand

shah dar-ā m
ad dī d ā njā  naqsh-hā

m
ī  robū d-ā n ‘aql rā  vō  fahm

 rā

ba ‘d-az-ā n ā m
ad be sū y-ē  rū m

iyā n

parde rā  bā lā  kashī dand-az m
iyā n

‘aks-e ā n taṣ vī r-o ā n kerdā r-hā

zad bar-ī n ṣā fī  shodē  dī vā r-hā

har-che ā n-jā  dī d ī n-jā  beh nam
ū d

dī de rā  az dī de-khā nē  m
ī  robū d

こ
こ
で
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
語
り
に
即
し
た
形
で
、
国
王
の
名
前
は
明
示

さ
れ
る
こ
と
な
く 「
ス
ル
タ
ン
」 Sulṭā n

と
さ
れ
、
中
国
人
（chī niyā n

）
の

画
家
も
ギ
リ
シ
ア
人
（rū m

iyā n

）
の
画
家
も
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
が
制
作
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ル
ー
ミ
ー
は
、
こ
の
逸
話
の
ほ
か
に
も
、

ガ
ザ
ー
リ
ー
が 『
宗
教
諸
学
の
再
興
』 

で
引
用
し
た
佛
典
由
来
の
譬
喩
譚 

「
群
盲
象
を
評
す
」 

を 「
暗
闇
の
な
か
の
象
」 

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る）

54
（

ば

か
り
か
、
そ
れ
以
外
に
も
共
通
す
る
多
く
の
譬
喩
譚
を
利
用
し
て
い
る）

55
（

の

で
、
広
く
こ
の
書
物
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
や
ニ
ザ
ー
ミ
ー
と
は
逆
に
、
絵
画
を
描
く
の
は

中
国
人
、
壁
を
磨
く
の
は
ギ
リ
シ
ア
人
と
、
役
割
が
逆
転
し
て
い
る
の
は

大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』 

を
校
訂
・

英
訳
し
た
東
洋
学
者
ニ
コ
ル
ソ
ンR

eynold A
. N

icholson

（
一
八
六
八 

―



̶ 19 ̶

一
九
四
五
年
）
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
ル
ー
ミ
ー
が
語
り
か
け
る
相
手
が

同
じ
小
ア
ジ
ア
（
ア
ナ
ト
リ
ア
＝
ル
ー
ム
）
の
コ
ニ
ヤ
に
住
ま
う
神
秘
主
義

者
た
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
壁
を
磨
く
の
が 「
ギ
リ
シ
ア
人
」 

す
な
わ
ち 「
ア

ナ
ト
リ
ア
人
」 rū m

iyā n

で
あ
る
方
が
共
感
を
得
ら
れ
や
す
い
と
い
う
事

情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

56
（

。
と
同
時
に
、
ア
ラ
ブ
・
ペ
ル
シ
ア
世
界
に
お

い
て
伝
統
的
に
抱
か
れ
て
き
た
絵
画
・
藝
術
の
国
と
し
て
の
中
国）

57
（

と
い
う

観
念
と
も
、
そ
の
方
が
よ
く
適
合
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー

が
逆
転
さ
せ
た
役
割
分
担
を
、
ル
ー
ミ
ー
は
本
来
あ
る
べ
き
形
に
戻
し
た

と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
腕
比
べ
を
始
め
る
前
に
す
で

に 「
ギ
リ
シ
ア
人
は
知
識
に
お
い
て
よ
り
優
っ
て
い
た）

58
（

」 （
第
三
四
八
三
対
句

後
半
）
と
予
告
し
、
結
末
に
お
い
て
も
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
磨
い
た
壁
の
映

像
の
方
が 「
よ
り
素
晴
ら
し
く
思
わ
れ
た
」 beh nam

ū d

（
第
三
四
九
六
対
句

前
半
）
と
記
し
て
、
優
劣
を
明
示
し
て
い
る
の
も
神
秘
主
義
者
ル
ー
ミ
ー

に
独
自
の
点
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
に
、
次
の
よ
う
な
解
き
明
か
し
が
続
く
。

お
お
父
よ
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
は
か
の
神
秘
主
義
者
た
ち
で
あ
る
。

彼
ら
に
は
繰
り
返
し
（
の
勉
強
）
も
書
物
も
技
能
も
な
い
。

だ
が
彼
ら
は
自
分
の
胸
を
磨
き
上
げ
て
、
そ
れ
を

貪
欲
や
強
欲
や
吝
嗇
や
憎
悪
と
は
無
縁
の
清
浄
な
も
の
と
し
た
。

か
の
鏡
の
清
澄
と
は
心
の
形
容
で
あ
り
、

そ
れ
は
無
限
の
形
象
を
受
け
入
れ
る
。

不
可
視
界
の
無
限
の
形
な
き
形
象
は
、

心
の
鏡
に
よ
っ
て
（
預
言
者
）
モ
ー
セ
の
襟
元
で
輝
く
。

そ
の
形
象
は
た
と
え
天
球
や

天
空
や
大
地
や
大
海
や
（
大
地
を
背
負
う
）
魚
の
な
か
に
収
ま
ら
な

く
と
も
、

そ
れ
ら
は
限
り
が
あ
っ
て
数
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、

心
の
鏡
に
は
限
り
が
な
い
こ
と
を
知
る
が
い
い
。

こ
の
場
所
で
は
理
性
は
沈
黙
す
る
か
、
あ
る
い
は
人
を
惑
わ
す
、

な
ぜ
な
ら
心
は
彼（
神
）と
と
も
に
あ
り
、
あ
る
い
は
心
は
神
そ
の

も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

あ
ら
ゆ
る
映
像
の
反
映
は
、
多
と
し
て
で
あ
れ
一
者
と
し
て
で
あ
れ
、

心
に
よ
っ
て
し
か
永
遠
に
は
輝
か
な
い
。

心
に
浮
か
ぶ
新
た
な
映
像
は
、
そ
こ
で
つ
ね
に

い
か
な
る
覆
い
も
な
し
に
現
わ
れ
る
。

心
を
磨
く
人
々
は
匂
い
や
色
彩
を
免
れ
て
、

一
瞬
一
瞬
に
遅
滞
な
く
美
を
目
睹
す
る
。

彼
ら
は
形
象
と
知
識
の
殻
と
を
放
棄
し
て
、

「
確
実
性
の
本
質
」 

の
旗
を
高
く
掲
げ
る
の
だ
。

 

（
第
三
四
九
七 

―
三
五
○
七
対
句
）

rū m
iyā n ā n ṣū fiyā n and-ey pedar

bī  ze takrā r-ō  ketā b-ō  bī  honar

lī k ṣ eyqal karde and-ā n sī ne-hā

pā k-az-ā z-ō  ḥ erṣ -o bokhl-ō  kī ne-hā

ā n ṣ afā -yē  ā yenē  vaṣ f-ē  del-ast

ṣū rat-ē  bī -m
ontahā  rā  qā bel-ast

ṣū rat-ē  bī -ṣū rat-ē  bī -ḥ add-e gheyb
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z-ā yenē  del tā ft bar m
ū sā  ze jeyb

garche ā n ṣū rat na-gonjad dar falak

nā  be ‘arsh-ō  farsh-o daryā  vō  sam
ak

z-ā n ke m
aḥ dū d-ast-o m

a ‘dū d-ast ā n

ā yenē  del rā  na-bā shad ḥ ad be-dā n
‘aql ī njā  sā ket-ā m

ad yā  m
oḍ ell

z-ā n ke del bā  ū -st yā  khod ū -st del
‘aks-e har naqsh-ī  na-tā bad tā  abad

joz ze del ham
 bā  ‘adad ham

 bī  ‘adad

tā  abad har naqsh-e now
 k-ā yad bar-ū

m
ī  nam

ā yad bī  ḥ ejā bī  andar-ū

ahl-e ṣ eyqal raste and-az bū y-o rang

har dam
-ī  bī nand khū bī  bī  derang

naqsh-o qeshr-ē  ‘elm
 rā  be-ghdhā shtand

rā yat-ē  ‘eyno-l-yaqī n afrā shtand

「
お
お
父
よ
」 ey pedar

と
あ
る
の
は
、『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』 
全
般
に

よ
く
見
ら
れ
る
、
韻
律
を
充
足
さ
せ
る
た
め
の
あ
ま
り
意
味
の
な
い
合
い

の
手
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
預
言
者
モ
ー
セ
は
、
こ
こ
で
は
神
秘
主
義
の
聖

者
の
代
表
と
し
て
言
及
さ
れ
、『
コ
ー
ラ
ン
』 

に
お
い
て
語
ら
れ
る 「
白
い

手
の
奇
蹟
」―
フ
ァ
ラ
オ
な
ど
の
面
前
で
襟
元
に
入
れ
た
手
を
出
し
て

見
る
と
白
く
な
っ
て
い
た）

59
（

―
に
よ
っ
て
、
白
さ
と
心
の
鏡
の
輝
き
と
が

結
び
つ
け
ら
れ
る
。「
魚
」 sam

ak

は
、
大
地
が
海
に
浮
か
ぶ
巨
大
な
魚
の

背
中
に
載
っ
た
牡
牛
の
背
中
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
、
ア
ラ
ブ
・
ペ

図版4　連続短篇アニメーション『メスネヴィの物語』 Mesnevi’den Hikayelerより「中国人の画家とギリシア人の画
家」Çinli Ressam ve Rum Ressamの一場面。Semerkand TV制作。出典＝http://www.youtube.com/watch?v=qXkMMTL4WDo
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ル
シ
ア
世
界
に
お
い
て
古
く
か
ら
信
じ
ら
れ
て
き
た
信
仰）

60
（

へ
の
言
及
で
あ

ろ
う
。

「
多
と
し
て
で
あ
れ
、
一
者
と
し
て
で
あ
れ
」 （
第
三
五
○
四
対
句
後
半
）

は
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
を
超
越
し
た
根
本
原
理
と

し
て
の
絶
対
的
一
者（’ aḥ adīya

）が
自
己
顕
現
な
い
し
自
己
流
出
し
て
、
多

性
を
含
む
一
性
で
あ
る
統
合
的
一
者
（wāḥ idīya

）
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
存
在
一
性
論（w

aḥ da al-w
ujū d

）
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
と

い
う）

61
（

。
神
の
諸
属
性
は
、
一
者
と
多
者
、
い
ず
れ
の
相
に
お
い
て
も
心
に

反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
確
実
性
の
本
質
」 ‘eyno-l-yaqī n

（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は ‘ayn al-

yaqī n

）と
は
、
神
秘
主
義
者
サ
ッ
ラ
ー
ジ
ュal-Sarrā j

（
九
八
八
年
歿
）や
ク

シ
ャ
イ
リ
ー al-Q

ushayrī

（
九
八
六 

―
一
○
七
二
年
）
ら
に
よ
っ
て
定
式
化

さ
れ
た
神
秘
的
認
識
の
三
段
階
論

―「
確
実
性
の
知
識
」 ‘ilm

 al-yaqī n, 

「
確
実
性
の
本
質
」 ‘ayn al-yaqī n, 「
確
実
性
そ
の
も
の
」 ḥ aqq al-yaqī n

）
62
（

―
の
第
二
段
階
を
指
す
術
語
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
壁
を
磨
く
ギ
リ
シ
ア
人
は 「
神
秘
主
義
者
」 ṣū fiyā n

と
同

義
で
あ
り
、
鏡
の
ご
と
く
磨
き
上
げ
ら
れ
た
壁
面
は
神
秘
主
義
者
の
清
澄

な
心（del

）
の
比
喩
と
さ
れ
る
。
知
識（‘elm

）
や
理
性（‘aql

）
が
不
要
と
な

り
、
神
を
隔
て
て
い
た
覆
い
が
除
去
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
は
神
と

一
致
す
る
。
す
る
と
そ
れ
は
、
森
羅
万
象
を
こ
と
ご
と
く
映
し
出
す
の
み

な
ら
ず
、
不
可
視
界
の
無
限
の
形
象
、
神
の
美
そ
の
も
の
を
も
反
映
す
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
佛
典
の
舍
利
弗
と
目
連
と
の
優
劣
因
縁
譚
と

し
て
始
ま
っ
た 「
二
絵
師
競
争
譚
」 

は
、
中
東
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
導
入
さ

れ
て
の
ち
、
ル
ー
ミ
ー
に
お
い
て
最
も
明
確
な
神
秘
主
義
的
譬
喩
譚
と
し

て
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
譬
喩
譚
が
現
代
の
イ
ラ
ン
や
ト
ル
コ
に

お
い
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
の
も
、
ル
ー
ミ
ー
の 『
精
神
的
マ
ス
ナ

ヴ
ィ
ー
』 

の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ト
ル
コ
の
テ
レ
ビ
番
組
と

し
て
連
続
放
映
さ
れ
た
一
連
の
短
篇
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 『
メ
ス
ネ
ヴ
ィ
の

物
語
』 M

esnevi’den H
ikayeler

の
な
か
に
も 「
中
国
人
の
画
家
と
ギ
リ
シ

ア
人
の
画
家
」 Ç inli R

essam
 ve R

um
 R

essam

）
63
（

（
図
版
4
）
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
画
家
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
名
に
変
え
ら
れ
、
理
解
し
や
す

く
な
る
よ
う
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
、
舍
利
弗
と
目
連

の
前
世
譚
が
佛
教
の
講
話
な
ど
で
な
お
語
ら
れ
続
け
て
い
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
中
東
世
界
で
も
ル
ー
ミ
ー
の
二
絵
師
競
争
譚
が
長
い
生
命
力
を

保
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
物
語
自
体
が
持
つ
不
思
議
な
魅
力
に
よ

る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

﹇
注
﹈

（
1
） 

Plinius, N
aturalis H

istoria, L
iber X

X
X

V
: X

X
X

V
I, 65. 

邦
訳
＝
中
野

貞
雄
・
中
野
里
見
・
中
野
美
代
訳 『
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
』 

第
III
巻
、
雄

山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
六
月
、
一
四
二
一
頁
。

（
2
） 

こ
の
逸
話
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
リ
ス
／
オ
ッ
ト
ー
・
ク
ル
ツ 『
芸
術

家
伝
説
』 

大
西
広
・
越
川
倫
明
・
児
島
薫
・
村
上
博
哉
訳
、
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
八
九
年
六
月
、
一
○
○
頁
（
実
物
と
の
取
り
違
え
）、
一
七
五
頁
（
ラ

イ
ヴ
ァ
ル
物
語
）
お
よ
び
訳
注
（
32
）（
70
）
に
紹
介
が
あ
る
。E

rnst K
ris 

and O
tto K

urz, L
egend, M

yth, and M
agic in the Im

age of the A
rtists: 
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A
 H

istorical E
xperim

ent, N
ew

 H
aven and L

ondon: Y
ale U

niversity 

Press, 1979, pp. 62, 96; D
ie L

egende von K
ü nstler: eine geschichtli-

cher Versuch, Frankfurt am
 M

ain: Suhrkam
p, 1995, pp. 90, 153.

 
 

日
本
で
は
、 『
今
昔
物
語
集
』 

卷
第
二
十
五 「
百
済
川
成
と
飛
弾
の
工
と

挑
む
語こ

と

第
五
」 

の
、
か
ら
く
り
仕
掛
け
の
堂
と
腐
乱
屍
体
の
襖
絵
に
よ
っ

て
互
い
に
相
手
を
騙
し
合
う
飛
驒
の
匠た

く
みと

百く
だ
ら
の濟

河か
わ

成な
り（

七
八
二
―
八
五
三

年
）の
逸
話
が
有
名
。
小
峯
和
明
校
注 『
今
昔
物
語
集
』 

第
四
巻
、
新
日
本

古
典
文
学
大
系
36
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
十
一
月
、
三
八
八
頁
。
前

掲 『
芸
術
家
伝
説
』 
二
一
三
頁
、
二
三
七
頁
に
言
及
が
あ
る
。

 
 

落
語
で
は
、
二
人
の
絵
師
（
親
子
）
が
そ
れ
ぞ
れ
雀
と
鳥
籠
を
描
く
落

語 「
抜
け
雀
」、
二
人
の
彫
物
師
・
左ひ

だ

甚り

五
郎
と
飯
田
丹
下
が
そ
れ
ぞ
れ
鼠

と
虎
の
彫
り
物
を
彫
っ
て
競
い
合
う 「
ね
ず
み
」 

な
ど
が
同
様
の
藝
術
家

伝
説
の
範
疇
に
入
る
だ
ろ
う
。
江
國
滋
・
大
西
信
行
・
永
井
哲
夫
・
矢
野

誠
一
・
三
田
純
一
編 『
古
典
落
語
大
系
』 
第
二
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
六

九
年
五
月
、
一
六
四 

―
七
六
頁（
抜
け
雀
）。
第
六
巻
、
一
九
六
九
年
十
一

月
、
三
○
二 

―
一
五
頁
（
ね
ず
み
）。

 
 

た
だ
し
、「
二
絵
師
競
争
譚
」 

は
世
界
的
に
伝
播
し
た
話
型
で
は
な
い
ら

し
く
、『
モ
チ
ー
フ
索
引
』 Stith T

hom
pson, M

otif-Index of Folk-L
itera-

ture, 6 vols., B
loom

ington: Indiana U
niversity Press, 1932–36

や 『
民

話
の
型
』 Hans-Jö rk U

ther, The Types of International Folktales: A
 C

las-

sifi cation and B
ibliography, 3 vols., H

elsinki: A
cadem

ia Scientiarum
 

Fennica, 2004

に
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
） 

私
は
三
十
年
来
、
中
東
に
お
け
る
こ
の
説
話
に
関
心
を
抱
き
続
け
て
き

た
が
、
そ
の
起
源
が
佛
典
に
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
の
は
つ
い
最
近
、

二
○
一
三
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
っ
た
く
別
の
文
脈
で
の
偶
然
の

会
話
の
な
か
で
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
三
王
昌
代
氏
に
深
謝
し
た
い
。

（
4
） 

『
大
正
新
脩
大
藏
經
』 

卷
二
十
四（
律
部
三
）、
大
正
一
切
經
刊
行
會
、
一

九
二
六
年
六
月
、
七
六 

―
八
二
頁
。
読
み
下
し
文
＝『
國
譯
一
切
經
』 

印
度

撰
述
部
、
律
部
二
十
三
、
西
本
龍
山
訳
、
竹
村
牧
男
校
訂
、
大
東
出
版
社
、

一
九
三
三
年
十
二
月
、
二
六
四 

―
八
九
頁 「
卷
の
第
十
六
（
諸
大
弟
子
說

本
業
報
緣
事
）」。
現
代
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
・
翻
案
と
し
て
以
下
を
参
照

し
た
。

 

・ 『
仏
教
説
話
文
学
全
集
』 

第
十
一
巻
、
隆
文
館
、
一
九
七
二
年
五
月
、
二

一
六 

―
二
六
頁 「
舎
利
弗
と
目
連
の
神
通
」。

 

・ 

中
村
元
・
増
谷
文
雄
監
修 『
仏
教
説
話
大
系
』 

第
二
巻
、
釈
尊
の
弟
子
た

ち（
一
）、
す
ず
き
出
版
、
一
九
八
二
年
六
月
、
一
三
八 

―
四
三
頁 「
モ
ッ

ガ
ラ
ー
ナ
と
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
の
知
恵
比
べ
」。

 

・ 

山
邊
習
學 『
佛
弟
子
傳
』 

無
我
山
房
、
一
九
一
三
年
四
月
、「
第
五
章　

目

連
と
舍
利
弗
」 

一
九
四 

―
九
七
頁
。
同
改
訂
版
、
大
東
出
版
社
、
一
九

三
四
年
四
月
、
一
五
一 

―
五
三
頁
。

 

・ 

宮
城
顗し

ず
か

 『
佛
弟
子
群
像

―
釈
尊
を
め
ぐ
る
人
び
と
』 

真
宗
大
谷
派
名
古

屋
別
院
教
務
部
、
一
九
八
九
年
七
月
、「
舎
利
弗（
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
）」 

四

○ 

―
四
二
頁
。

 

こ
の
ほ
か
、
錢
鐘
書
（
一
九
一
○ 

―
九
八
年
）
の 『
管
錐
編
』 「
太
平
廣
記

二
一
三
則
」 

八
十
六
（
卷
二
百
十
）
に
も
、
プ
リ
ニ
ウ
ス 『
博
物
誌
』 

と
並

ん
で
、
こ
の
佛
典
へ
の
言
及
が
あ
る
。『
管
錐
編
』 

全
六
冊
、（
二
）
下
巻
、

馬
蓉
責
任
編
輯
、
錢
鐘
書
集
・
典
藏
本
、
北
京
：
生
活
・
讀
書
・
新
知
三

聯
書
店
、
二
○
○
一
年
一
月
、
五
六
六
頁
（
三
王
昌
代
氏
の
ご
教
示
に
よ

る
）。

（
5
） 

小
野
玄
妙
編 『
佛
書
解
說
大
辭
典
』 

第
三
巻
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三

三
年
十
一
月
、
五
三
七
頁
。『
総
合
佛
教
大
辞
典
』 

法
藏
館
、
一
九
八
七
年

十
一
月
、
第
一
巻
、
四
四
六
頁
。
西
本
龍
山 「
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶

解
題
」 『
國
譯
一
切
經
』 

印
度
撰
述
部
、
律
部
十
九
、
一
九
三
三
年
一
月
、

一 

―
二
○
頁
。

（
6
） 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語bhikṣ u

の
音
写
。
比
丘
す
な
わ
ち
修
行
僧
。

（
7
） 
「
古
昔
」 

は
一
般
の
訓
み
は 「
こ
せ
き
」 

だ
が
、
佛
典
な
の
で
呉
音
を
採

用
し
て 「
こ
し
ゃ
く
」 

と
し
た
。
以
下
、
訓
読
で
は
な
る
べ
く
呉
音
を
尊

重
す
る
よ
う
心
が
け
る
。
西
本
龍
山
訳
で
は 「
い
ま
し
む
か
し
」 

と
訓
読

し
て
い
る
。

（
8
） 

こ
れ
ら
の
逸
話
に
は
、
対
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
片
が
存
在
す
る
。
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G
ilgit M

anuscripts, E
d. by N

alinaksha D
utt, w

ith the A
ssistance of 

V
idyavaridhi Pt. Shivnath Sharm

a Sastri, V
ol. 3, Part 1, D

elhi: Sri 

Satgaru Publications, 1984, pp. 18–20, 159–71.

 
 

ま
た
、
第
一
の
逸
話
は
道
略
集 「
雜
譬
喩
經
」 

に
も
見
ら
れ
る
。『
大
正

新
脩
大
藏
經
』 

卷
四
（
本
緣
部
・
下
）、
大
正
一
切
經
刊
行
會
、
一
九
二
四

年
七
月
、
五
二
三 

―
二
四
頁
。
仏
訳
＝E

douard C
havannes, C

inq cents 

contes et apologues extraits du Tripiṭ aka chinois, 3 vols., Paris: E
rnest 

L
eroux, 1910–11, V

ol. 2, pp. 12–13, no. 163.

 
 

こ
の
文
章
は
さ
ら
に
、
僧
旻
・
寶
唱
等
集 「
經
律
異
相
」 

卷
第
四
十
四
・

男
庶
人
部
上
（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』 

卷
五
十
三
、
事
彙
部
上
、
大
正
一
切

經
刊
行
會
、
一
九
二
八
年
一
月
、
二
二
九
頁
）
に
「
木
巧
師
與
畫
師
相
誑

七
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（
細
部
に
文
言
の
異
同
あ
り
）。

（
9
） 

第
一
の
逸
話
は
、 「
轉
關
木
女
」 （
か
ら
く
り
仕
掛
け
の
人
形
）を
作
っ
て

絵
師
を
騙
し
た
彫
刻
師
と
、
自
殺
し
た
自
分
の
姿
を
壁
に
描
い
て
彫
刻
師

を
騙
し
た
絵
師
と
の
腕
比
べ
。
第
五
の
逸
話
は
、
象
牙
細
工
の
米
を
炊
か

せ
て
絵
師
の
妻
を
騙
し
た
彫
刻
師
と
、
犬
の
死
骸
が
浮
か
ん
だ
池
を
林
中

に
描
き
、
水
を
汲
も
う
と
し
た
彫
刻
師
を
騙
し
て
復
讐
し
た
絵
師
と
の
腕

比
べ
。
い
ず
れ
も
前
者
は
木
連
、
後
者
は
舍
利
弗
の
過
去
世
に
お
け
る
姿

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
前
掲
の 『
今
昔
物
語
集
』 

の
逸
話
に
は
、
第
一
の

逸
話
か
ら
の
影
響
な
い
し
そ
れ
と
の
関
連
が
感
じ
ら
れ
る
。

 
 

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
今
野
達
校
注
／
訳 『
今
昔
物
語
集
』 
第
三
巻

（
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
七
四
年
七
月
）、
二
七
八
頁
は

「
經
律
異
相
」
お
よ
び 「
雜
譬
喩
經
」 

と
の
類
似
を
、
ま
た
山
田
孝
雄
・
山

田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
校
注 『
今
昔
物
語
集
』 

四（
日
本
古
典
文

學
大
系
25
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
三
月
）、
二
八
一
頁
は 「
經
律
異

相
」 

を
類
話
と
し
て
指
摘
す
る
。

（
10
） 

『
大
正
新
脩
大
藏
經
』 

卷
二
十
四
、
七
七
頁
。
訓
読
は
西
本
龍
山
訳
を
参

照
し
た
が
、
あ
ま
り
に
古
色
蒼
然
た
る
読
み
下
し
な
の
で
、
現
代
の
一
般

の
読
み
下
し
文
の
形
に
適
宜
修
正
し
た
。
原
文
の
漢
字
の
旧
字
体
は
保
存

し
、
本
文
・
ル
ビ
に
は
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
11
） 

「
畫
已
能
知
」 

を
西
本
龍
山
訳
は 「
畫
き
已
ら
ん
に
能
く
知
ら
（
し
め
）

よ
」 

と
命
令
形
に
訓
読
し
て
い
る
が
、
少
し
変
更
し
た
。

（
12
） 

「
爲
復
畫
者
端
妙
、
爲
復
此
處
端
正
」 

を
西
本
龍
山
訳
は 「
復
畫
者
端
妙

た
れ
ば
、
往
此
處
も
端
正
た
る
な
ら
く
の
み
」 

と
訓
読
す
る
が
、「
爲
A
爲

B
」 

で 「
爲は

た
A
か
、
爲
た
B
か
」 

の
選
択
疑
問
文
と
解
釈
し
た
。
前
者
の

訓
み
で
は
、「
向
こ
う
側
の
絵
が
素
晴
ら
し
い
か
ら
、
こ
ち
ら
に
映
っ
た

絵
も
す
ば
ら
し
い
の
だ
」 

と
い
う
謙
遜
の
言
葉
に
な
る
。『
仏
教
説
話
大

系
』 

や 『
仏
弟
子
群
像
』 

は
前
者
、『
仏
教
説
話
文
学
全
集
』 

は
後
者
の
訓

み
に
従
っ
て
現
代
語
訳
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
爲
A
爲
B
」 「
爲
復
A

爲
復
B
」 

の
形
に
つ
い
て
は
、
金
岡
照
光 『
仏
教
漢
文
の
読
み
方
』 （
春
秋

社
、
一
九
七
八
年
十
月
） 「
五　

漢
文
経
典
と
口
語
語
彙
」 

の
章
の
一
六

二 

―
六
五
頁
に
詳
し
い
。
ま
た
漢
和
辞
典
で
は
、
戸
川
芳
郎
監
修
／
佐
藤

進
・
濱
口
不
二
男
編 『
全
訳
漢
辞
海
』 （
第
二
版
、
三
省
堂
、
二
○
○
六
年

一
月
）、
八
六
八 

―
六
九
頁
に
説
明
が
あ
る
。

（
13
） 

『
仏
教
説
話
大
系
』 

第
二
巻
、
一
四
三
頁
。

（
14
） 

山
邊
習
學 『
佛
弟
子
傳
』 

一
九
六 

―
九
七
頁
。
同
改
訂
版
、
一
五
三
頁
。

（
15
） 

ガ
ザ
ー
リ
ー
の
著
作
の
執
筆
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、

と
り
あ
え
ず
以
下
を
参
照
し
た
。G

eorge F. H
ourani, “T

he C
hronology 

of G
hazā lī ’s W

ritings, ”  Journal of the A
m

erican O
riental Society 79, 

1959, pp. 225–33. 

中
村
廣
治
郎 『
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
祈
禱
論

―
イ
ス
ラ
ム

神
秘
主
義
に
お
け
る
修
行
』 

大
明
堂
、
一
九
八
二
年
二
月
、
三
四
頁
。

（
16
） 

中
村
廣
治
郎
氏
前
掲
書
、
二
一
頁
、
三
二
頁
、
五
一
頁
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
／

中
村
廣
治
郎
訳
注 『
誤
り
か
ら
救
う
も
の

―
中
世
イ
ス
ラ
ム
知
識
人
の

自
伝
』 

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
○
○
三
年
八
月
、
一
一
九 

―
二
○
頁
（
＝

同 『
中
庸
の
神
学

―
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
学
・
哲
学
・
神
秘
主
義
』 

平

凡
社
東
洋
文
庫
、
二
○
一
三
年
十
二
月
、
九
八
頁
）。

（
17
） 

al-G
hazā lī , ’ Iḥ yā ’ ‘ U

lū m
 al-D

ī n, 5 vols., B
eirut: D

ā r al-Q
alam

, 

n.d.
﹇＝B

ū lā q, 1289 A
H

﹈, V
ol. 3, p. 22: K

itā b Sharḥ  ‘A
jā ’ib al-Q

alb. 

原
文
に
は
段
落
分
け
は
な
い
が
、
引
用
者
が
私
に
補
っ
た
。
英
訳
＝Im

am
 

A
bu H

am
ed al-G

hazali, R
evival of R

eligion’s Sciences, T
rans. by M

o-
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ham
m

ad M
ahdi al-Sharif, 4 vols., B

eirut: D
ar al-K

otob al-Ilm
iyah, 

2011, V
ol. 3: T

he Q
uarter of the D

estructives, B
ook O

ne: E
xposition 

of W
onders of H

eart, C
hapter N

ine: E
xposition on D

ifference in R
ank 

betw
een B

oth Positions by a Tangible E
xam

ple, pp. 37–38.

英
語
の
要

約
と
解
説
と
し
て
、D

uncan B
lack M

acdonald, T
he R

eligious A
ttitude 

and L
ife in Islam

, C
hicago: T

he U
niversity of C

hicago Press, 1906, 

pp. 266–67.

 
 

な
お
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の 『
行
為
の
秤
』 

に
も
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
が
見
ら

れ
る
。al-G

hazā lī ,  M
ī zā n al-‘ A

m
al, E

d. Sulaym
ā n D

unyā , C
airo: D

ā r 
al-M

a ‘ā rif, 1964, pp. 225–26. 

ド
イ
ツ
語
訳
＝D

as K
riterium

 des H
an-

delns: M
izā n al-‛ A

m
al, A

us dem
 A

rabischen ü bersetzt, m
it einer E

in-

leitung, m
it A

nm
erkungen und Indices herausgegeben von ‛ A

bd-

E
lṣ am

ad 
‛ A

bd-E
lḥ am

ī d 
E

lschazlī , 
D

arm
stadt: 

W
issenschaftliche 

B
uchgesellschaft, 2006, p. 114. 

た
だ
し
、『
宗
教
諸
学
の
再
興
』 

と 『
行

為
の
秤
』 

の
前
後
関
係
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
ま
た
後
者
に
は
、

ガ
ザ
ー
リ
ー
以
降
に
付
加
さ
れ
た
箇
所
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
ワ
ッ
ト
（
一
九
○
九 
―
二
○
○
六
年
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
部
分
は
ガ
ザ
ー
リ
ー
自
身
の
執
筆
部
分
に
は
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
。W

. M
ontgom

ery W
att, “T

he A
u-

thenticity of the W
orks A

ttributed to al-G
hazā lī , ” Journal of the R

oyal 

A
siatic Society, 1952, pp. 24–45. 

ワ
ッ
ト
が
参
照
し
た
イ
ス
ラ
ム
暦
一

三
二
八
年（
西
暦
一
九
一
○
年
）カ
イ
ロ
版（
の
第
三
刷C

airo: al- M
aṭ ba ‘a 

al- ‘A
rabī ya, 1923

）
の
該
当
箇
所
は
、p. 37.

 
 

こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
エ
ヴ
ァ
・
ド
ゥ
・
ヴ
ィ
ト
レ
＝
メ
イ
ェ
ロ

ヴ
ィ
ッ
チ
／
鎌
田
繁
訳 「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
詩
学
」 （
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ

ヴ
ァ
編
著
／
中
沢
新
一
他
訳 『
記
号
の
横
断
』 

せ
り
か
書
房
、
一
九
八
七

年
十
一
月
、
二
七
五 

―
三
二
○
頁
）、
二
九
五 

―
九
六
頁
に
も
言
及
が
あ

る
。
原
文
＝E

va de V
itray-M

eyerovitch, “L
a « poé tique » de l ’Islam

, ”

（in: Julia K
risteva et al., L

a traversée des signes, Paris: E
ditions du 

Seuil, 1975, pp. 195–222

）, pp. 206–08.

（
18
） 

ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、『
宗
教
諸
学
の
再
興
』 

の
第
四
巻
第
一
書 「
悔
悛
の
書
」 

K
itā b al-Taw

ba

の
第
一
項
中 「
悔
悛
の
必
要
性
と
そ
の
有
益
さ
に
関
す
る

説
明
」 Bayān W

ujū
b al-Taw

ba w
a Faḍ l-hā

に
お
い
て
、
別
の
佛
教
説
話 

「
群
盲
象
を
評
す
」 

を
引
用
し
て
い
る
。al-G

hazā lī , ’ Iḥ yā’ ‘ U
lū m

 al-D
ī n, 

V
ol. 4, pp. 7–8. 

英
訳
＝R

evival of R
eligion’s Sciences, V

ol. 4: T
he 

Q
uarter of the Saviors, B

ook O
ne: R

epentance, E
xplication of O

bli-

gation and E
xcellence of R

epentance, pp. 10–11.

佛
典
で
は
、
例
え
ば

佛
陀
耶
舍
・
竺
佛
念
訳 「
佛
說
長
阿
含
經
」 

卷
第
十
九
・
世
記
經
・
龍
鳥

品
第
五
（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』 

卷
一
、
阿
含
部
・
上
、
大
正
一
切
經
刊
行

會
、
一
九
二
四
年
四
月
、
一
二
八 

―
二
九
頁
。
読
み
下
し
文
＝『
國
譯
一

切
經
』 

印
度
撰
述
部
、
阿
含
部
七
、
石
川
海
淨
訳
、
大
東
出
版
社
、
一
九

三
三
年
七
月
、
四
○
八 

―
○
九
頁
。『
新
国
訳
大
蔵
経
』① 

阿
含
部
3
、
長

阿
含
経
Ⅲ
、
金
子
芳
夫
・
小
山
一
行
校
註
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
五
年
三

月
、
六
五
八 

―
五
九
頁
）、
唐
僧
會
訳 「
六
度
集
經
」 

卷
第
八
・
鏡
面
王
經

（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』 

卷
三
、
本
緣
部
・
上
、
大
正
一
切
經
刊
行
會
、
一

九
二
四
年
六
月
、
五
○ 

―
五
一
頁
。
読
み
下
し
文
＝『
國
譯
一
切
經
』 

印
度

撰
述
部
、
本
緣
部
六
、
成
田
昌
信
訳
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
五
年
七
月
、

一
八
二 

―
八
三
頁
）
な
ど
数
か
所
に
こ
の
説
話
が
見
ら
れ
る
。

 
 

佛
教
と
イ
ス
ラ
ム
神
秘
主
義
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
以
下
が
参
考
に

な
る
。
前
嶋
信
次 「
イ
ス
ラ
ム
の
神
秘
主
義
と
仏
教

―
ガ
ザ
ー
リ
ー
の

生
涯
を
中
心
と
し
て
」 『
東
洋
学
術
研
究
』 

第
四
巻
十
号
、
一
九
六
六
年
二

月
、
一
五 

―
二
七
頁
。

（
19
） 

T
hom

as W
. A

rnold, Painting in Islam
: A

 Study of the P
lace of P

icto-

rial A
rt in M

uslim
 C

ulture, N
ew

 Y
ork: D

over Publications, 1965, 

p. 66.
（
20
） 

al-Jāḥ iẓ , “M
anā qib al-T

urk, ” in: R
asā ’ il al-Jāḥ iẓ, V

ol. 1, E
d. ‘A

bd 

al-Salā m
 H
ā rū n, C

airo: M
aktaba al-K

hā njī , ca. 1964, pp. 67, 69. 

英
訳

＝T
he L

ife and W
orks of Jāḥ iẓ, E

d. C
harles Pellat, T

rans. D
. M

. 

H
aw

ke, L
ondon: R

outledge &
 K

egan Paul, 1969, p. 96.

（
21
） 

家
島
彦
一
訳
注 『
中
国
と
イ
ン
ド
の
諸
情
報
』 

2
（
第
二
の
書
）、
平
凡
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社
東
洋
文
庫
、
二
○
○
七
年
十
二
月
、
三
一
頁
。
原
典
・
仏
訳
＝R

alation 

des voyages faits par les arabes et les persans dans l’Inde et à la 

C
hine dans le IX

 e siècle de l’ère chrétienne, texte arabe im
prim

é  en 
1811 par les soin de feu L

anglè s, publié  avec des corrections et addi-
tions et accom

pagné  d ’une traduction franç aise et d ’é claircissem
ents 

par M
. R

einaud, 2 vols., Paris: L
’Im

prim
erie royale, 1845, V

ol. 1, 

p. 77

（traduction

）; V
ol. 2, p. 75

（text

）.
 

 

九
一
五
／
六
年
に
バ
ス
ラ
で
著
者
ア
ブ
ー
・
ザ
イ
ド
と
出
会
っ
た
歴
史

家
・
地
理
学
者
の
マ
ス
ウ
ー
デ
ィ
ー al-M

as ‘ū dī

（
八
九
六
年
頃 

―
九
五

六
年
頃
）
も
、
そ
の
著
書 『
黄
金
の
牧
場
』 

で
同
様
の
情
報
を
記
し
て
い

る
。al-M

as ‘ū dī , M
urū j al-D

hahab, E
d. Y

ū suf ’A
s ‘ad D

ā ghir, 4 vols., 
V

ol. 1, B
eirut: D

ā r al- ’A
ndalus, 1984, p. 165.

 
 

な
お
、“ kaffan”  

は
直
訳
す
れ
ば 「
手
先
に
お
い
て
（
最
も
巧
み
な
）」。

家
島
訳
は
お
そ
ら
く “ kafā”

（
十
分
で
あ
る
）
と
訓
ん
で
、 「
完
璧
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
」 

の
訳
語
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
動
詞 “ kafā”  

で
あ
れ
ば
、
綴
り
の
末
尾
は
ア
リ
フ
・
マ
ク
ス
ー
ラ
（ 

 

）
に
な
る
べ

き
だ
が
、
レ
イ
ノ
ー
の 『
諸
情
報
』 

校
訂
版
や
、
右
の 『
黄
金
の
牧
場
』 

校

訂
版
で
は
ア
リ
フ（ 

 

）に
な
っ
て
い
る
。
家
島
訳
が
依
拠
し
た
パ
リ
写

本
は
未
確
認
。

（
22
） 

al-Jāḥ iẓ , p. 69. 

英
訳p. 96.

（
23
） 

ガ
ザ
ー
リ
ー
／
中
村
廣
治
郎
訳
注 『
誤
り
か
ら
救
う
も
の
』 
六
四 
―
六

五
頁
。
同 『
中
庸
の
神
学
』 

五
七
―
五
八
頁
。
原
文
＝al-G

hazā lī , al-M
un-

qidh m
in al-Ḍ

alā l, E
d. Jam

ī l Ṣ alī bā  and K
ā m

il ‘A
yyā d, B

eirut: D
ā r al-

’A
ndalus, n.d., pp. 130–32.

（
24
） 

た
だ
し
、『
行
為
の
秤
』 

で
は
、
二
つ
の
道
の
い
ず
れ
が
ふ
さ
わ
し
い
か

と
い
う
問
い
に
対
し
、
そ
れ
は
個
々
の
事
情
に
よ
る
の
で
一
概
に
は
言
え

な
い
が
、
と
留
保
を
付
し
な
が
ら
も
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
道
は
学
者
の
道
に

優
る
と
か
な
り
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
先
に
触
れ
た
通
り
、

こ
れ
が
ガ
ザ
ー
リ
ー
自
身
の
筆
に
な
る
文
章
か
ど
う
か
は
確
定
し
が
た
い
。

M
ī zā n al-‘A

m
al, pp. 226–28; D

as K
riterium

 des H
andelns, pp. 116–

17.

（
25
） 

D
ī vā n-e A

nvarī, 2 vols., E
d. M

oḥ am
m

ad Taqī  M
odarres R

aḍ avī , 
Tehran: 

Sherkat-e 
E

nteshā rā t-e 
‘E

lm
ī  

va 
Farhangī , 

1961, 
V

ol. 2, 

pp. 759–60, no. 489. 

韻
律
はR

am
al-e M

otham
m

an-e M
aḥ dhū f.

（
26
） 

『
神
秘
の
宝
庫
』 M

akhzan al-’A
srā r

（
一
一
七
六
年
頃
）、『
フ
ス
ラ
ウ

と
シ
ー
リ
ー
ン
』 Khusraw

 va Shī rī n

（
一
一
八
一
年
）、『
ラ
イ
ラ
ー
と
マ

ジ
ュ
ヌ
ー
ン
』 Laylā  va M

ajnū n

（
一
一
八
八
年
）、『
七
王
妃
物
語
』 H

aft 

Peykar

（
一
一
九
七
年
）
の
四
作
品
に
、『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
書
』 （
一

一
九
六
年
以
降
）
を
加
え
て
〈
五
部
作
〉
と
呼
ぶ
。

（
27
） 

イ
ラ
ン
固
有
の
叙
事
詩
型
。
作
品
ご
と
に
一
定
の
韻
律
を
持
ち
、
各
対

句
内
の
前
半
句
・
後
半
句
は
同
一
の
脚
韻
を
踏
む
が
、
脚
韻
は
対
句
ご
と

に
変
化
し
て
ゆ
く
。

（
28
） 

N
eẓā m

ī  G
anje-yī , Sharaf-nā m

e, E
d. B

ehrū z T
harvatiyā n, Tehran: 

E
nteshā rā t-e Tū s, 1989, pp. 413–16. 

他
の
校
訂
・
注
釈
版
お
よ
び
英
訳

と
し
て
、
以
下
を
参
照
し
た
。

 

・ Sab‘ e-ye Ḥ
akī m

 N
eẓā m

ī, V
ol. 3: Sharaf-nā m

e / E
qbā l-nā m

e, E
d. 

V
aḥī d D

astgerdī , Tehran: ‘A
lī -ye A

kbar-e ‘E
lm
ī , 1984, pp. 401–04.

 

・ Sharaf-nā m
e-ye N

eẓā m
ī -ye G

anjavī, E
d. B

arā t Z
anjā nī , Tehran: 

M
o ’assese-ye 

E
nteshā rā t-o 

C
hā p-e 

D
ā neshgā h-e 

Tehrā n, 
2001, 

pp. 186–88.

 

・ T
he Sikandar N

ā m
a, e B

arȧ , or B
ook of A

lexander the G
reat, T

rans. 

H
. W

ilberforce C
larke, N

ew
 D

elhi, V
. I. Publications, 1979, pp. 

683–42.

 

・ T
hom

as A
rnold, Painting in Islam

, pp. 67–68.

（
29
） 

韻
律
はM

otaqā reb-e M
otham

m
an-e M

aḥ dhū f. 

引
用
第
三
対
句
後
半

の “sem
āṭī n ” 

は
、
名
詞 “sem

āṭ ”

（
食
卓
布
）
の
双
数
形 “sem

āṭ eyn ” 

で

は
な
く
、
名
詞 “sem

āṭ ” 

に
形
容
詞
化
の
語
尾 “-ī n ” 

が
付
さ
れ
た
形
で
、 

「
食
卓
」 「
テ
ー
ブ
ル
」 

を
意
味
す
る
と
す
るT

harvatiyā n

注p. 805

の
解

釈
に
従
う
。

（
30
） 

「
比
類
の
な
い
丸
屋
根
」 

の
原
文 “ṭāq-ī . . . be-ṭāq”  

は
、“ṭāq”  

に 「
丸
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天
井
」 「
ア
ー
チ
」 

と 「
奇
数
」 「
無
比
」 

の
両
義
が
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た

同
根
語
法
（jenās / tajnīs

）
で
あ
る
。

（
31
） 

「
一
対
の
弓
型
の
眉
の
ご
と
き
／
丸
天
井
」 

の
原
文 “jafte-ye ṭāq chon 

ṭāq-e joft” 

は
、 「
屋
根
」 jafte

と 「
一
対
」 「
偶
数
」 joft

の
両
者
の
綴
り
が

ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た
同
根
語
法
。

（
32
） 

Z
anjā nī

校
訂
版p. 187

は “peykā r ” 

す
な
わ
ち 「
闘
争
」 

と
読
む
。

（
33
） 

M
. Plessner, “B

alī nū s, ” in: T
he E

ncyclopaedia of Islam
, N

ew
 E

di-

tion, V
ol. 1, pp. 994–95.

（
34
） Sharaf-nām

e, E
d. T

harvatiyān, pp. 416–17; The Sikandar N
ām

a, 
T

rans. C
larke, pp. 642–43.

（
35
） 

前
注
（
9
）
参
照
。

（
36
） 

美
術
史
家
の
ス
ー
チ
ェ
ク
は
、
同
一
の
逸
話
に
対
す
る
ガ
ザ
ー
リ
ー
と

ニ
ザ
ー
ミ
ー
の
解
釈
の
違
い
を
根
拠
に
、
両
者
の
直
接
の
影
響
・
被
影
響

関
係
を
否
定
し
て
い
る
。Priscilla P. Soucek, “ N
iẓ ām
ī on Painters and 

Painting,”  in: Islam
ic Art in the M

etropolitan M
useum

 of Art, E
d. by 

R
ichard 

E
ttinghausen, 

N
ew

 
Y

ork: 
M

etropolitan 
M

useum
 

of 
A

rt, 

1972, pp. 9–21. 

こ
の
論
考
は
長
年
入
手
で
き
ず
に
い
た
が
、
本
稿
の
校

正
段
階
で
千
葉
昌
子
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
複
写
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
千
葉
氏
に
深
謝
し
た
い
。

（
37
） 

L
. N

. D
odkhudoeva, Poem

y N
izam

i v Srednevekovoj M
iniatyurnoj 

Z
hivopisi, M

oskva: Izdatel ’stvo N
auka, 1985, p. 262, no. 275. 

以
下
の

三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 

・ C
hester B

eatty L
ibrary, D

ublin, M
S. Pers. 124, folio 242b. D

ated 

1435.

 

・ Topkapı  Sarayı  M
ü zesi L

ibrary, Istanbul, H
. 753, folio 304. D

ated to 

ca. 1445–50.

 

・ T
he M

etropolitan M
useum

 of A
rt, N

ew
 Y

ork, G
ift of A

lexander 

Sm
ith C

ochran, 13.228.3, folio 322a. D
ated 1449/50.

（
38
） 

Ivan Stchoukine, “L
a K

ham
se de N

iẓā m
ī , H

. 753, du Topkapi Sa-

rayi M
ü zesi d ’Istanbul, ”  Syria 49, 1972, pp. 239–46, pl. IX

. 

写
本
の
原

寸
は
三
五
・
三
×
二
五
・
○
㎝
、
画
面
は
二
一
・
○
×
一
六
・
○
㎝
。

（
39
） 

た
だ
し
、
細
部
の
文
言
に
は
異
同
が
あ
る
。

 

・ 

第
二
七
対
句
： 「
画
家
」 ṣū rat-gozā r 

↓ ṣū rat-negā r. 「
同
一
の
絵
に
」 ye-

kī  sā n negā r 

↓ 「
同
じ
色
に
」 bar yek low

n be-kā r

（
韻
律
に
合
わ
ず
）。

 

・ 

第
二
八
対
句
： 「
コ
ン
パ
ス
」 pargā r 

↓ 「
闘
争
」 peykā r.

 

・ 

第
二
九
対
句
： 「
秘
密
の
幕
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
」 na 

pey bord bar parde-yē  rā z-eshā n 

↓ 「
か
の
秘
密
は
無
駄
で
は
な
か
っ

た
」 na bī hū de-ī  bū d ā n rā z-eshā n.

（
40
） 

T
hom

as A
rnold, Painting in Islam

, p. 108.

（
41
） 

Ivan Stchoukine, pp. 244–45. 

女
性
は
王
冠
を
戴
い
て
い
る
の
で
王
女

と
判
る
。
若
者
の
持
つ
冊
子
が
縦
長
な
点
か
ら
、Stchoukine

は
こ
れ
を

詩
集
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
42
） 

T
he M

etropolitan M
useum

 of A
rt: K

ham
sa

（Q
uintet

）of N
izam

i. 

同

館
の
デ
ジ
タ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
収
録
。
写
本
の
原
寸
は
二
五
・
四
×
一

五
・
九
㎝
、
画
面
は
一
一
・
八
×
九
・
八
㎝
。Johann C

hristoph B
ü rgel, 

T
he Feather of Sim

urgh: T
he “ L

icit M
agic”  of the A

rts in M
edieval 

Islam
, N

ew
 Y

ork and L
ondon: N

ew
 Y

ork U
niversity Press, 1988, 

pp. 140–41, p. 159: Illustration 1; Soucek, pp. 12–14, Fig. 2.

（
43
） 

T
harvatiyā n

校
訂
版
の
本
文
と
の
異
同
は
な
い
。

（
44
） 

写
本
の
概
要
は
以
下
に
よ
る
。T

he C
hester B

eatty L
ibrary, A

 C
ata-

logue of the Persian M
anuscripts and M

iniatures, V
ol. 1, M

SS. 101–

150, by A
. J. A

rberry, M
. M

inovi, and the L
ate E

. B
lochet, E

d. by the 

L
ate J. V

. S. W
ilkinson, D

ublin: H
odges Figgs &

 C
o. L

td, 1959, 

pp. 45–53. 

写
本
の
原
寸
は
二
七
・
五
×
一
七
・
二
㎝
、
画
面
は
一
七
・

○
×
一
○
・
七
㎝
。
制
作
地
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
、
写
字
生
は
、
第
一
巻

お
よ
び
第
二
巻
の
一
部
が
ア
リ
ー ‘A

lī  Pā gī r al- ’A
shtarjā nī , 

第
二
巻
の
残

り
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
出
身
の
ザ
イ
ンZ

ayn al- ’Isfahā nī .
 

 
挿
絵
に
関
し
て
は
、
美
術
史
家
シ
ン
ガ
ー
に
よ
る
以
下
の
論
考
が
参
考

に
な
る
。C

aroline Singer, “A
 Study of the Illustrations of the Sharaf-

N
am

a in the C
hester B

eatty L
ibrary ’s A

nthology. Pers 124 of 1435–
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36, ” Persica 16, 2000, pp. 67–107. 

以
下
で
取
り
上
げ
る
画
家
の 「
腕
比

べ
」 

の
挿
絵
は
、
同
論
文p. 99

にPlate 11

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
45
） 

M
ow

lā nā  Jalā l al-D
ī n M

oḥ am
m

ad B
alkhī , M

athnavī, E
d. M

o-

ḥ am
m

ad E
ste ‘lā m

ī , 6 vols., Tehran: Z
ovvā r, 1987–90, V

ol. 3, pp. 

104–05
（text

）, pp. 316–18

（com
m

entary

）. 

韻
律
はR

am
al-e M

osad-

das-e M
aḥ dhū f. 

対
句
番
号（
行
数
）は2175–95. 

逸
話
の
標
題 「
ダ
ク
ー

キ
ー
が
礼
拝
の
途
中
で
、
沈
没
し
よ
う
と
す
る
船
か
ら
の
悲
嘆
の
叫
び
声

を
聞
く
」 

は
そ
の
ま
ま
、
写
本
の
外
側
の
欄
の
上
端
に
金
文
字
で
記
さ
れ

て
い
る
。
本
文
に
関
し
て
は
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
に
よ
る
以
下
の
校
訂
版
・
英

訳
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

 

・ T
he M

athnaw
í of Jalálu’ddín R

úm
í, E

d. and T
rans. by R

. A
. N

ichol-

son, 8 vols., C
am

bridge: T
he T

rustees of E
. J. W

. G
ibb M

em
orial, 

1925–1940.

 
 

V
ol. 3: Persian Text of the T

hird and Fourth B
ooks, pp. 124–25.

 
V

ol. 4: E
nglish T

ranslation of the T
hird and Fourth B

ooks, 

pp. 121–22.

（
46
） 

T
harvatiyā n

校
訂
版
の
本
文
第
一
二
対
句
の
直
後
に
、
欄
外
に
注
記
さ

れ
た
一
対
句
（
ア
ラ
ブ
の
雄
弁
を
主
張
す
る
者
の
言
葉
）
を
追
加
し
て
い

る
の
で
、
対
句
番
号
と
合
計
の
対
句
数
に
は
ず
れ

0

0

が
あ
る
。
な
お
、
同
校

訂
版
本
文
と
は
異
な
る
読
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
個
所
は
多
い
が
、
煩
雑

に
な
る
の
で
注
記
は
省
略
す
る
。

（
47
） 

C
aroline Singer, p. 74. 

た
だ
し
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー
の
本
文
で
は
ギ
リ
シ
ア

人
画
家
は
一
名
と
さ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
画
面
に
複
数
名
描
か
れ
て
い

る
の
は
不
可
解
で
あ
る
。

（
48
） 

こ
の
解
釈
は
、
イ
ス
ラ
ム
美
術
史
専
攻
の
千
葉
昌
子
氏
の
ご
教
示
に
よ

る（
二
○
一
四
年
十
一
月
十
一
日
）。
た
だ
し
、
実
際
に
そ
の
種
の
磨
き
石

が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
。

 
 

イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
ハ
イ
サ
ム ’Ibn al-H

aytham

（
九
六
五
年
頃 

―
一
○

四
一
年
頃
）
の
光
学
研
究
以
来
、
レ
ン
ズ
は
中
東
世
界
で
広
く
知
ら
れ
て

い
た
。
眼
鏡
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
経
由
で
輸
入
さ
れ
、
十
六
世
紀
中
葉
以
降
、

イ
ン
ド
・
ペ
ル
シ
ア
詩
に
詠
み
込
ま
れ
た
り
、
画
家
や
書
家
の
持
ち
物
と

し
て
絵
画
の
な
か
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。A

nnem
arie Schim

m
el, A

 

Tw
o-C

olored B
rocade: T

he Im
agery of Persian Poetry, C

hapel H
ill 

and L
ondon: T

he U
niversity of N

orth C
arolina Press, 1992, pp. 295–

96, 445–46. 

例
え
ば
、
鼻
眼
鏡
を
か
け
た
マ
ー
ニ
ー
の
肖
像
（
一
六
一
○

年
頃
）
や
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
の
画
家
ム
イ
ー
ンM

u ‘ī n M
uṣ avvir

に
よ

る
、
眼
鏡
を
か
け
た
画
家
リ
ザ
ー R

iḍā  ‘A
bbā sī

の
肖
像（
一
六
七
三
年
）。

Sheila R
. C

andy, “T
he Pen or the B

rush: A
n inquiry into the Tech-

nique of L
ate Safavid D

raw
ings, ” in: Persian Painting from

 the M
on-

gols to the Q
ajars: Studies in H

onour of B
asil W

. R
obinson, E

d. by 

R
obert H

illenbrand, L
ondon and N

ew
 Y

ork: I. B
. Tauris, 2000, p. 78; 

Sheila S. B
lair and Jonathan M

. B
loom

, T
he A

rt and A
rchitecture of 

Islam
 1250–1800, N

ew
 H

aven and L
ondon: Y

ale U
niversity Press, 

1994, p. 180. 

た
だ
し
、
眼
鏡
や
単
眼
鏡
を
手
に
持
つ
図
像
の
例
が
存
在

す
る
か
ど
う
か
未
考
。

（
49
） 

同
じ
く
千
葉
昌
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
な
お
、
千
葉
氏
は
二
○
一
五

年
一
月
に
当
該
写
本
を
実
地
調
査
さ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
多
く
の
知
見

を
筆
者
に
お
伝
え
下
さ
っ
た
（
一
月
二
十
五
日
付
私
信
）
が
、
貴
重
な
ご

教
示
を
本
稿
に
は
十
分
生
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

（
50
） 

一
連
の
挿
絵
に
お
い
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
や
賢
者
バ
リ
ー
ナ
ー
ス

を
含
む
ギ
リ
シ
ア
人
は
鬚
の
な
い
姿
、
ペ
ル
シ
ア
人
や
中
国
人
は
鬚
面
に

描
か
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
人
画
家
は
壁
を
磨

く
だ
け
な
の
に
、
絵
筆
と
絵
の
具
皿
を
手
に
し
て
い
る
の
は
奇
異
に
映
る
。

画
家
で
あ
る
こ
と
を
示
す
象
徴
的
表
現
と
解
す
べ
き
か
。

（
51
） 

folio 223b; C
aroline Singer, Plate 6.

（
52
） 

C
aroline Singer, p. 74

は
、
ト
プ
カ
プ
博
物
館
所
蔵
作
品
や
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
作
品
と
比
較
し
て
、
本
挿
絵
を 「
か
な
り
簡
素
で
洗

練
度
が
低
い
」 fairly sim

plistic and unsophisticated

と
評
し
て
い
る
。

 
 

な
お
、
左
利
き
・
右
利
き
の
描
き
分
け
に
つ
い
て
付
言
す
る
な
ら
、
少

し
あ
と
の
挿
絵 「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
中
国
の
可
汗
の
も
て
な
し
を
受
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け
る
」 （folio 244; C

aroline Singer, Plate 13

）に
は
、
坐
し
た
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
が
右
手
に
ミ
ン
デ
ィ
ー
ル（
ナ
プ
キ
ン
）、
左
手
に
酒
杯
を
持
つ

姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
大
王
は
左
利
き
と
解
釈
し
う
る
が
、
他
方
、
先
に

触
れ
た
カ
ァ
バ
神
殿
訪
問
の
場
面（folio 233b; C

aroline Singer, Plate 6

）

で
は
、
彼
は
右
手
で
神
殿
の
扉
の
環
を
摑
ん
で
お
り
、
一
貫
性
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
細
部
に
は
、
画
家
が
あ
ま
り
注
意
を
払
っ
て
い

な
い
可
能
性
も
あ
る
。

（
53
） 

M
athnavī, E

d. M
oḥ am

m
ad E

ste ‘lā m
ī , 6 vols., V

ol. 1, pp. 164–65

（text

）, pp. 404–05
（com

m
entary

）. 

本
文
お
よ
び
対
句
番
号
（
行
数
）
は

本
校
訂
版
に
よ
る
。
そ
の
他
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
に
よ
る
校
訂
版
・
英
訳
・
注

釈
を
参
照
し
た
。

 

・ T
he M

athnaw
í of Jalálu’ddín R

úm
í, E

d. and T
rans. by R

. A
. N

ichol-

son, 8 vols.

 
 

V
ol. 1: Persian Text of the First and Second B

ooks, pp. 213–14.

 
V

ol. 2: 
E

nglish 
T

ranslation 
of 

the 
First 

and 
Second 

B
ooks, 

pp. 189–90.

 
 

V
ol. 7: C

om
m

entary on the First and Second B
ooks, pp. 202–04.

 

散
文
に
よ
る
要
約
と
し
て
、

 

・ A
. J. A

rberry, Tales from
 the M

asnavi, Surrey: C
urzon Press, 1993, 

pp. 77–78: T
he G

reek and the C
hinese A

rtists.

 

関
連
す
る
研
究
書
と
し
て
、

 

・ A
nnem

arie Schim
m

el, T
he Trium

phal Sun: A
 Study of the W

orks of 

Jalā loddin R
um

i, L
ondon: E

ast-W
est Publications, 1980, p. 134.

 

・ E
adem

,  T
he Tw

o-C
olored B

rocade, pp. 149–50.

（
54
） 

ガ
ザ
ー
リ
ー
の 「
群
盲
象
を
評
す
」 

に
つ
い
て
は
、
前
注
（
18
）
参
照
。

ル
ー
ミ
ー
の
語
り
は
、「
象
の
状
態
や
形
状
に
関
す
る
論
争
」 

と
題
し
て
以

下
に
収
録
。

 

・ M
athnavī, V

ol. 3, p. 63, ll. 1260–70

（text

）, p. 274

（com
m

entary

）.
 

・ T
he M

athnaw
í of Jalálu’ddín R

úm
í, V

ol. 3, p. 72, ll. 1259–69

（text

）, 
V

ol. 6, pp. 71–72

（translation

）, V
ol. 8, p. 34

（com
m

entary

）. 

 

散
文
の
要
約
は
、

 

・ Tales from
 the M

asnavi, p. 208: T
he E

lephant in the D
ark, on the 

R
econciliation of C

ontrarieties. 

 

ガ
ザ
ー
リ
ー
か
ら
神
秘
主
義
詩
人
サ
ナ
ー
イ
ー Sanā ’ī

（
一
○
七
四 

―
一

一
三
四
年
）、
ル
ー
ミ
ー
に
至
る
こ
の
譬
喩
譚
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
論
考
に
詳
し
い
。

 

・ Fritz M
eier, “D

as Problem
 der N

atur im
 esoterischen M

onism
us des 

Islam
s, ” E

ranos-Jahrbuch 14, 1946, pp. 149–227

（E
xkurs: Z

ur G
e-

schichte der L
egende von den B

linden und dem
 E

lefanten, pp. 174–

80

）.

（
55
） 

T
he M

athnaw
í of Jalálu’ddín R

úm
í, V

ol. 7, p. 202

に
指
摘
が
あ
る
。

（
56
） 

T
he M

athnaw
í of Jalálu’ddín R

úm
í, V

ol. 7, p. 203.

（
57
） 

ア
ラ
ブ
世
界
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ヒ
ズ
以
来
の
通
念
に
つ
い
て
は
、
前
注

（
20
）（
21
）参
照
。
ペ
ル
シ
ア
文
学
に
関
し
て
は
、A

nnem
arie Schim

m
el, 

T
he Trium

phal Sun, p. 134; E
adem

, A
 Tw

o-C
oloured B

rocade, p. 149.

（
58
） 

ニ
コ
ル
ソ
ン
の
校
訂
版
は
こ
の
対
句
を 「
中
国
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
は
議

論
を
始
め
た
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
議
論
か
ら
退
い
た
」 chī niyā n-ō  rūm

iyān  
baḥ th-ā m

adand / rū m
iyā n-az baḥ th dar m

akth-ā m
adand

（
第
三
四
六
九

対
句
）
と
訓
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
、
議
論
よ
り
実
際
の
出
来
栄
え
を
重
視

す
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
、「
絵
画
の
知
識
」 

の
深
さ
を
示
唆
す
る
詩
句
と
見
做

せ
る
で
あ
ろ
う
。

（
59
） 

『
コ
ー
ラ
ン
』 

第
七
章
108
節 「
彼
が
懐
か
ら
手
を
出
す
と
、
何
と
そ
れ
は

見
て
い
る
人
々
の
前
で
白
く
な
っ
た
」。
同
様
の
聖
句
は
、
第
二
十
章
22

節
、
第
二
十
六
章
33
節
、
第
二
十
七
章
12
節
、
第
二
十
八
章
32
節
に
も
見

ら
れ
る
。The M

athnaw
í of Jalálu’ddín R

úm
í, V

ol. 7, p. 203; M
athnavī, 

p. 405.
（
60
） 

A
. J. W

ensinck, T
he O

cean in the L
iterature of the W

estern Sem
ites, 

V
aduz, L

iechtenstein: Saendig R
eprint V

erlag H
ans R

. W
ohlw

end, 

1968, pp. 18–19. 

ペ
ル
シ
ア
語
で
全
世
界
を
意
味
す
る
慣
用
句 「
月
か
ら

魚
ま
で
」 az m

ā h tā  m
ā hī

も
こ
の
観
念
に
由
来
す
る
。A

nnem
arie Schim

-
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m
el, T

he Trium
phal Sun, p. 362; E

adem
, A

 Tw
o-C

oloured B
rocade, 

p. 214.
（
61
） The M

athnaw
í of Jalálu'ddín Rúm

í, V
ol. 7, p. 204; R

eynold A
. 

N
icholson, Studies in Islam

ic M
ysticism

, C
am

bridge: C
am

bridge U
ni-

versity Press, 1921, pp. 95–97.

（
62
） 

T
he 

M
athnaw

í 
of 

Jalálu’ddín 
R

úm
í, 

V
ol. 7, 

p. 204; 
M

athnavī, 
p. 406; A

nnem
arie Schim

m
el, M

ystical D
im

ensions of Islam
, C

hapel 

H
ill: T

he U
niversity of N

orth C
arolina Press, 1975, pp. 141–42; 

松
本

耿
郎 「
後
期
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
ス
コ
ラ
哲
学
」 『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
』 1

、

岩
波
講
座
東
洋
思
想
・
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
六
月
、
一
六

九 

―
七
○
頁
。

（
63
） 

ア
リ
・
ト
ゥ
ン
ジ
ェ
ルA

li T
uncer

監
督
。
二
○
一
○
年
に
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
で
設
立
さ
れ
たSem

erkand T
V

がE
m

sey Prodü ksiyon

に
委
託
し

て
制
作
。
こ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
以
下
の

動
画
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・ http://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=

qX
kM

M
T

L
4W

D
o

 

二
○
一
三
年
三
月
二
十
七
日
、
こ
の
情
報
と
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
ご
提
供
下

さ
っ
た
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
応
用
科
学
専
攻
卒
業
（
現
・
理

化
学
研
究
所
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
勤
務
）
のN

aciye E
sm

a T
irtom

博
士
に

感
謝
す
る
。

﹇
付
記
﹈本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、
二
○
一
三
年
四
月
二
十
一
日
、
東
京
都
新
宿

区
西
新
宿
の
ト
ル
コ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 「
イ

ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
と
ル
ー
ミ
ー
の
思
想
」 （
さ
く
ら
ー
れ
日
本
ト
ル
コ
女

性
交
流
会
主
催
）
で
の
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。


